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◆この論文について                                山 村  孝 一 

 

 西行に私が興味を持ったのは、「西に行く」という奇妙な名前がきっかけだった。

20代のはじめ、１年間の英国生活を終え帰国すると、それまで以上に日本文化に興

味が出てきた。そこで、茶道や書道などの手習いを少し始めた。  

書道は作家の藤本光城先生（1906～ ）に習った。書道の練習よりは、毎回先生

の語られる話が面白かった。その先生が繰り返し言っておられたのは、「西行は面白

い」ということだった。実は、西行という名前は、子供の頃の記憶に残っている。

生まれ育った大阪市東淀川区には江口の君堂があり、なんとなく名前は知っていた

のだ。面白いと言われ、ちょっと調べてみると、若くして、家族も財産も地位も名

誉も捨てて出家したという、その人生に興味を引かれた。 

 外国人に日本語を教える日本語教師になるため大学に３年編入したのは、その後

だった。それなのに、卒論のテーマに西行を選んだのは、その名前と生涯に関心が

あったからだ。しかし、西行の伝記研究はすでにやり尽くされたという状況で、国

文学の勉強を始めて１年と少々の身には入り込む余地はなかった。そんな時、西行

の心友西住を知った。「西に住む」という名前も面白かった。その時の卒論が私の最

初の研究論文となった。〔西住と西行（『和歌文学研究 第 53号』1986年 10月 30日）〕 

 それから 20数年経ち、千里金蘭大学生涯学習センターで「西行の生涯と時代」と

いう講座を持つことになった。それまで西行研究から少し離れていたのだが、これ

をきっかけに再度勉強しなおすことにした。 

 西行はなぜ出家したのだろう。自問自答した時、以前、徒然草の論文を書いた時

に引用した『発心集』の説話との類似性に気付いた。西行の出家には理由などなか

ったのだ。理由もなく一途に出家したからこそ、世人の称賛を得たのだ。新発見に

欣喜雀躍したのも束の間、五味文彦氏がすでに指摘されていることがわかった。 

 意気消沈して数か月、ある日、ふと、出家に理由がなくとも、きっかけはあった

はずだということに気付いた。『発心集』の説話は東大寺の大仏供養がきっかけだっ

た。西行にも何かあったはずだと、西行出家の保延６年（1140）という年を調べて

みた。すると、僧西念が四天王寺西門から入水往生をしたという記述が目に入って

きた。西行と西念、名前も近いし、調べてみると思想的に近いものもあった。 

 それまで、大阪生まれでありながら、四天王寺がどういう寺か意識したことはな

かった。まして、四天王寺西門が極楽の東門と向かい合っているなんて話は、全く

知らなかった。「西に行く」と書いて西行。では、西に行くとは、どこから行くのだ

ろう。そう考えた時、西行と四天王寺西門信仰との関連性が強く感じられた。 

 この論文は、そういう発見の連続にわくわくしながら書いたもので、論理的、客

観的に見ると、卵の上に卵を積み重ねたような危うさがある。前提となる仮説が崩

れると、すべてが崩れてしまう。しかし、西行を文学研究の対象として見るように

なった明治以来、西行と四天王寺について真っ正面から研究した人はいない。そう

いう意味からも、この論文が新しい研究領域を拓く一里塚となってくれたら嬉しい。 



に
行
く
Ｅ
い
う
こ
Ｉ

―
―
義
清

（西
行
）
出
家
と
四
天
王
寺
ト
ー

は
じ
め
に

鳥
羽
院
の
北
面
武
士
で
あ
っ
た
佐
藤

（藤
原
）
義
清
は
、保
延
六
年

（
一

一
四
〇
）
出
家
し
て
西
行
と
号
す
る
。
「西
に
行
く
」
と
書
い
て
西
行
、

そ
の
名
前
に
、
西
、
即
ち
西
方
浄
土
に
行
く
と
い
う
浄
土
思
想
が
表
れ
て

い
る
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
「西
行
」
と
は
、
出
家
し
て
極
楽
浄
土

に
往
生
す
る
と
い
う
義
清
の
強
い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
が
な
ぜ
出
家
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
定
か
で
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
義
清

（西
行
）
出
家
の
動
機
か
ら
論
を
起

山

村

キ
ー
ワ
ー
ド

義
清

（西
行
）
出
家
　
四
天
王
寺
　
西
門
信
仰
　
菩
提
心
　
西
念

こ
す
。
さ
ら
に
、
西
行
と
い
う
名
前
と
四
天
王
寺
西
門
信
仰
と
の
関
連
を

推
測
し
、
従
来
の
西
行
伝
記
研
究
に
欠
け
て
い
た
、
西
行
之
四
天
王
寺
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

一　

義
清

（西
行
）
の
出
家
に
つ
い
て

義
清

（西
行
）
出
家
を
記
す
根
本
史
料
は
、藤
原
頼
長
の
日
記

『台
記
』

で
あ
る
。
そ
の
永
治
二
年

（
一
一
四
二
、
た
だ
し
四
月
二
十
八
日
改
元
で

康
治
元
年
）
二
月
十
五
日
条
を
引
用
す
る
窪
☆
↓
。



十
五
日
戊
申
。
侍
共
を
し
て
弓
を
射
し
む
。
西
行
法
師
来
り
て
云
は

く
、
ヨ

刷
属
が
行
ふ
に
依
り
て
、
両
院
以
下
の
貴
所
、
皆
下
し
給

ふ
也
。
料
紙
の
美
悪
を
嫌
は
ぎ
れ
ど
も
、
只
自
筆
を
用
ふ
べ
し
」
と
。

余
、
不
軽
を
承
諾
す
。
又
余
、
年
を
問
ふ
。
答

へ
て
日
は
く
、
コ
一

十
五
な
り
。
去
々
年
出
家
す
、
二
十
一二
。」
と
。
そ
も
そ
も
西
行
は
、
本

兵
衛
尉
義
清
な
り
。
左
衛
門
大
夫
康
清
の
子
。
重
代
の
勇
士
を
以
つ

て
法
皇
に
仕

へ
、
俗
時
よ
り
心
を
仏
道
に
入
る
。
家
富
み
、
年
若
く
、

心
に
愁
無
き
に
、遂
に
以
つ
て
遁
世
す
。
人
こ
れ
を
嘆
美
す
る
な
り
。

こ
の
記
述
か
ら
、
西
行
に
つ
い
て
、
以
下
の
七
点
が
確
認
で
き
る
。

一
、
保
延
六
年

（
一
一
四
〇
）
に
二
十
三
歳
で
出
家
し
た
こ
と
。

二
、
俗
名
が

「義
清
」
で
、
在
俗
時

「兵
衛
尉
」
で
あ
っ
た
こ
と
。

三
、
父
が
左
衛
門
大
夫
康
清
で
あ
る
こ
と
。

四
、
そ
の
家
系
が

「重
代
の
勇
士
」
と
い
う
こ
と
で
、
鳥
羽
法
皇
に
仕

え
て
い
た
こ
と
。

五
、
俗
時
よ
り
仏
道
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
。

六
、
家
が
豊
か
で
、
年
も
若
く
、
心
に
何
の
煩
い

（悩
み
）
も
な
く
出

家
し
た
こ
と
。

七
、
義
清

（西
行
）
の
出
家
を
世
人
が
嘆
美
し
た
こ
と
。

当
時
、
頼
長
は
義
清
出
家
時
と
同
年
の
二
十
三
歳
で
、
内
大
臣
と
し
て

政
務
の
中
枢
に
参
画
し
て
い
た
。
こ
の
日
、
西
行
が
訪
ね
た
の
は
、
頼
長

が
婿
入
り
し
て
い
た
藤
原
実
能
の
大
炊
御
門
高
倉
邸
で
あ

っ
た

後
☆
こ
。

西
行
来
訪
の
目
的
は
、
前
月
の
二
月
二
十
六
日
に
落
飾
し
た
待
賢
門
院
の

た
め
の
結
縁
経
勧
進
と
考
え
ら
れ
て
い
る

籠
☆
こ
。

藤
原
実
能
は
待
賢
門
院
の
同
母
兄
で
、
西
行
に
と
っ
て
は
、
在
俗
時
に

家
人
と
し
て
仕
え
た
人
物
で
も
あ
る
。
そ
の
邸
宅
に
婿
と
し
て
暮
ら
す
頼

長
に
、
西
行
は

『法
華
経
』
「常
不
軽
菩
薩
品
」
の
自
筆
書
写
を
依
頼
し
、

承
諾
を
得
て
い
る
。

他
に
義
清

（
西
行
）
出
家
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
は
、
『百
練
抄
』
保

延
六
年

（
一
一
四
〇
）
十
月
十
五
日
条
が
あ
る

筵
☆
ι
。

佐
藤
右
兵
衛
尉
憲
清
出
家
す
。
年
二
十
三
。
西
行
法
師
と
号
す
。

『百
練
抄
』
は
十
三
世
紀
末
成
立
と
さ
れ
る
後
代
の
史
料
で
あ
る
が
、
『台

記
』
と
同
じ
く
憲
清

（義
清
）
「保
延
六
年
」
出
家
を
伝
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
義
清

（西
行
）
出
家
の
原
因

。
理
由
に
つ
い
て
は
、
前
出
の

史
料
や
西
行
の
和
歌
、
後
世
の
説
話
、
物
語
な
ど
を
用
い
、
様
々
な
説
が

披
露
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
下
西
善
三
郎
が
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
窪
☆
こ
。

①

一
般
厭
世
説

〔川
田
順

「西
行
伝
Ｌ

②
恋
愛
原
因
説

〔川
田
順

「西
行
伝
し

③
政
治
原
因
説

〔川
田
順

「西
行
伝
し

④
複
合
原
因
説

〔川
田
順

「西
行
伝
し

⑤
北
面
の
生
活
に
失
望
せ
し
こ
と

（川
田
順

「西
行
伝
し

⑥
仏
家
隠
者
に
対
す
る
感
傷
的
憧
憬
の
心
〔伊
藤
嘉
夫
『歌
人
西
行
し

０
よ
り
よ
き
生
き
方
を
し
た
い
と
い
う
、
人
間
の
純
粋
な
希
望

・
要

求

〔窪
田
章

一
郎

『西
行
の
研
究
Ｌ

③
草
庵

へ
の
憧
憬

〔久
保
田
淳

『
西
行
　
長
明
　
兼
好
』
。
同

『新



古
今
歌
人
の
研
究
Ｌ

Ｏ
数
奇
の
遁
世
の
伝
統

〔目
崎
徳
衛

『
西
行
』
。
同

『
西
行
の
思
想

史
的
研
究
Ｌ

⑩
萩
原
昌
好
に
よ
る
従
来
説
の
簡
潔
な
ま
と
め
と
批
判

〔
「西
行
は

な
ぜ
出
家
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」
∩
国
文
学
』

一
九

八

一
年
六
月
ご

①
男
色
環
境
遠
因

〔目
崎
徳
衛

『数
奇
と
無
常
し

こ
の
よ
う
に
多
様
な
説
が
存
在
す
る
現
状
は
、
結
局
、
山
本
幸

一
が
言

う

「西
行
の
出
家
し
た
理
由

。
原
因
は
、　
つ
い
に
実
証
さ
れ
え
ぬ
謎
と
い

う
ほ
か
は
な
い
窪
☆
６
こ

を
端
的
に
表
し
て
い
る
。

近
代
的
合
理
主
義
に
慣
れ
親
し
ん
だ
我
々
現
代
人
に
と
っ
て
、
す
べ
て

の
出
来
事
に
は
何
ら
か
の
原
因

。
理
由
が
あ
り
、
そ
れ
な
く
し
て
は
何
ご

と
も
起
こ
ら
な
い
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
義
清
出
家
に
も
、

さ
ぞ
世
を
厭
う
わ
け
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
を
巡
ら
せ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
頼
長
が

「家
富
み
、
年
若
く
、
心
に
愁
無
き
」
と
言
っ
た
よ

う
に
、
義
清
は
世
間
が
出
家
の
原
因

。
理
由
と
考
え
る
経
済
的
困
窮
状
態

で
も
な
く
、
世
を
は
か
な
む
老
人
で
も
な
く
、
悩
み
を
抱
え
た
人
で
も
な

か
っ
た
。
そ
う
い
う
人
が
敢
え
て
出
家
し
た
こ
と
が
、
当
時
の
人
々
の
耳

目
を
集
め
、
そ
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
義
清

（西
行
）
出
家
諄
と
よ
く
似
た
話
が
あ
る
。
鎌
倉
初
期
に
鴨

長
明
が
記
し
た
と
い
う

『発
心
集
』
巻
七

「斎
所
権
介
成
清
が
子
高
野
に

住
む
事
」
で
あ
る
。
以
下
、
要
約
し
て
紹
介
す
る

後
☆
こ
。

尾
張
国
の
斎
所
鶴

飼
齢
瀧
の
嫡
子
は
若
く
し
て
発
心
し
、
重
源
の
弟

子
と
な
っ
た
。
彼
は
裕
福
な
家
に
生
れ
、
愛
す
べ
き
妻
子
も
あ
り
、
誰
が

見
て
も
恵
ま
れ
た
人
生
を
送
っ
て
い
た
の
だ
が
、
重
源
上
人
の
大
仏
供
養

の
年

窪
★
こ

に
東
大
寺
に
詣
で
、
強
く
道
心
を
発
し
、
あ
る
日
、
突
然
、

誰
に
も
告
げ
ず
、
ひ
と
り
重
源
の
も
と
に
行
き
、
弟
子
入
り
を
志
願
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
重
源
は
ま
だ
年
も
若
く
将
来
の
あ
る
若
者
が
、
な
ぜ
出
家

を
渇
望
す
る
の
か
不
審
に
思
い
問
い
質
す
。
す
る
と
、
男
は
こ
う
答
え
る
。

身
に
取
り
て
は
殊
事
も
侍
ら
ず
。
親
ゆ
た
か
な
れ
ば
、
心
に
叶
は
ぬ

事
も
な
し
。
資
材
も
あ
り
。
田
園
も
あ
り
。
さ
り
が
た
き
妻
子
を
持

ち
て
、
か
た
が
た
思
ひ
た
つ
べ
き
身
に
も
侍
ら
ね
ど
も
、
世
の
無
常

を
思
ふ
に
、
何
事
も
よ
し
な
し
と
思
ひ
侍
れ
ば
、
た
だ
身
命
を
仏
道

に
投
げ
て
、
仏
の
悲
願
を
た
の
み
た
て
ま
つ
ら
ん
ば
か
り
こ
そ
賢
か

ら
め

親
が
豊
か
で
何
で
も
思
い
の
ま
ま
、
財
宝
も
田
地
も
あ
り
、
愛
し
い
妻

子
も
い
る
。
若
く
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
彼
自
身
の
境
遇
か
ら
は
、
何
ら
発

心
す
べ
き
特
別
な
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
世
の
無
常
を
思
う

に
つ
け
、
た
だ

一
心
に
仏
道
に
身
命
を
投
げ
る
こ
と
を
願
う
男
の
言
葉
に

感
動
し
た
重
源
は
、
次
の
よ
う
な
賛
辞
を
述
べ
る
。

此
れ
等
に
、
弟
子
と
名
付
け
た
る
聖
、
そ
の
数
侍
れ
ど
、
す
ず
ろ
に

世
を
捨
て
た
る
人
は
な
し
。
或
い
は
主
君
の
か
し
こ
ま
り
を
蒙
り
、

或
い
は
世
の
す
ぎ
が
た
き
事
を
愁

へ
、
或
い
は
か
な
し
き
妻
に
お
く

れ
、
或
い
は
司
位
に
付
け
て
世
を
う
ら
み
な
ど
、
様
々
心
に
か
な
は

ぬ
を
、其
れ
を
次
と
し
て
の
み
こ
そ
世
を
捨
つ
る
習
ひ
に
て
侍
れ
ば
、
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其
の
事
忘
れ
な
ん
後
は
、
道
心
も
い
か
が
と
危
ふ
く
侍
る
を
、
聞
く

が
ご
と
く
な
ら
ば
発
心
に
こ
そ
、
仏
も
必
ず
あ
は
れ
と
か
な
し
み
給

ふ
ら
め
。
い
と
い
と
あ
り
が
た
き
事
な
り

重
源
は
、
自
分
に
は
弟
子
が
数
多
く
い
る
が
、
そ
の
一
般
的
な
出
家
の

契
機
は
、
主
君
の
怒
り
に
触
れ
て
の
蟄
居
、
生
活
苦
、
愛
す
る
人
の
死
、

不
遇
に
よ
る
厭
世
な
ど
、
世
俗
的
な
憤
憑
、
悲
嘆
と
い
う
鬱
屈
し
た
心
情

（愁
え
）
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
道

心
は
、
や
が
て
そ
の
激
情
が
お
さ
ま
る
に
つ
れ
、
自
然
と
弱
ま
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
尾
張
の
若
者
は
、
家
も
豊
か
で
何
の
煩
い
も
な
い
の

に
、
「世
の
無
常
を
思
ふ
に
、
何
事
も
よ
し
な
し
と
思
ひ
侍
れ
ば
」
と
、

純
粋
な
無
常
観
か
ら
、
「す
ず
ろ
に

（
一
途
に
と

出
家
を
願
い
出
た
。
そ

れ
を
重
源
は
評
価
し
、
褒
め
た
た
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
説
話
の
主
人
公
と
義
清

（西
行
）
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、

一
、
家
が
豊
か
で
年
も
若
く
、
心
に
何
の
煩
い
も
な
く
、
特
に
理
由
も

な
く
出
家
し
た
こ
と
。

二
、
出
家
を
人
が
嘆
美
し
た
こ
と
。

と
い
う
共
通
点
が
見
い
出
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
世
で
の
何
不
自
由
な
い
生
活
を
十
分
謳
歌
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
に
、
そ
れ
ら
を
全
て
捨
て
、
ひ
た
す
ら
仏
道
を
求
め
て
出
家

し
た
か
ら
こ
そ
世
間
は
評
価
し
、
嘆
美
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
義
清

（西
行
）
出
家
を
、
「人
こ
れ
を
嘆
美
す
る
な
り
」
と
世
間
が
評
価
し
た
理

由
で
あ
ろ
う
。
義
清
出
家
に
世
俗
的
な
原
因

・
理
由
な
ど
あ
っ
て
は
い
け

な
い
の
で
あ
る
。

実
は
、
こ
の

『発
心
集
』
説
話
を
も
と
に
、
義
清

（西
行
）
出
家
無
原

因
説
と
も
言
え
る
説
は
、
す
で
に
吉
本
隆
明

窪
★
３
、
五
味
文
彦

窪
☆
じ

な
ど
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
出
家
の
原
因
を
無

し
と
す
る
よ
り
は
、
そ
の
も
と
は
、
ひ
た
す
ら
仏
道
を
求
め
る
心
で
あ
る

菩
提
心
か
ら
で
あ
っ
た
と
解
し
、
≡
口提
心
説
」
と
呼
ん
で
み
た
い
。

二
　
菩
提
心
に
よ
る
出
家
と
そ
の
き
っ
か
け

義
清

（西
行
）
の
出
家
を

「菩
提
心
」
に
よ
る
も
の
と
推
察
し
た
が
、

菩
提
心
に
よ
る
出
家
例
は
、
同
時
期
他
に
も
あ
る
。
管
見
で
は
、
以
下
の

よ
う
に
、
『公
卿
補
任
』
に
四
例
見
い
だ
せ
る

雀
☆
じ
。

①
承
安
四
年

（
一
一
七
四
）
参
議
正
三
位
藤
原
成
頼

（三
十
九
）

正
月
五
日
出
家

（依
菩
提
心
也
。
光
頼
卿

一
回
）

②
正
治
元
年

（
一
一
九
九
）
参
議
正
四
位
下
藤
原
定
経

（四
十
四
）

（正
月
）
十
五
日
出
家
於
天
王
寺
出
家
。
依
菩
提
心
也
。

③
正
治
元
年

（
一
一
九
九
）
散
位
従

一
位
藤
原
兼
房

（四
十
七
）

六
月
十
八
日
出
家
。
依
菩
提
心
也
。

④
元
仁
二
年

（
一
三
二
五
）
権
大
納
言
正
三
位
藤
原
教
家

（三
十
二
）

九
月
二
日
出
家
。
（依
菩
提
心
也
）
。※

以
下
、
傍
線
は
私
に
付
し
た
。

『公
卿
補
任
』
に
は

「依
病
出
家
」
と
い
う
理
由
が
散
見
で
き
る
。
と

こ
ろ
が
、
右
の
四
人
は
い
ず
れ
も
二
十
代
、
四
十
代
の
壮
年
で
、
身
分
も



従

一
位
か
ら
正
四
位
と
い
う
高
位
の
人
々
で
あ
る
。
そ
の
彼
ら
が
病
気
で

は
な
く
、
菩
提
心
に
よ
っ
て
出
家
し
て
い
る
。

院
政
期
に
平
康
頼
が
記
し
た

『宝
物
集
』
（巻
第
四
）
に
は

窪
☆
じ
、

第

一
に
、
道
心
を
お
こ
し
、
出
家
遁
世
し
て
仏
道
を
も
と
む
べ
し
と

申
は
、
た
し
か
の
往
生
の
因
な
り
。
…
中
略
…
道
心
と
い
ふ
は
、
菩

提
心
な
り
。
菩
提
心
と
云
は
、
大
悲
の
心
な
り
。
千
手
陀
羅
尼
経
に
、

大
悲
心
と
い
ふ
則
こ
れ
な
り
。
…
中
略
…

一
念
菩
提
心
を
お
こ
す
功

徳
、
百
千
の
堂
を
つ
く
る
に
す
ぐ
れ
た
り
。
い
は
ん
や
、
な
が
く
道

心
を
お
こ
し
て
、
仏
道
を
も
と
め
ん
人
を
や
。

と
あ
る
。
菩
提
心
に
よ
っ
て
出
家
し
た
功
徳
は
、
多
く
の
仏
堂
を
造
る
功

徳
を
も
上
回
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
義
清

（西
行
）
も
道

心
を
お
こ
し
、
菩
提
心
に
よ
っ
て
出
家
し
た
か
ら
こ
そ
世
人
か
ら
嘆
美
さ

れ
、
頼
長
も
わ
ぎ
わ
ぎ
言
葉
を
交
わ
し
、
記
録
に
残
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

西
行
が
在
俗
時
か
ら
仏
道
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
家
集

『聞

書
残
集
』
所
載

（
二
二
～
二
二
番
）
連
歌
か
ら
も
確
認
で
き
る

窪
★
じ
。

い
ま
だ
世
遁
れ
ざ
り
け
る
そ
の
か
み
、
西
住
具
し
て
法
輪
に
ま

お
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
じ
ち
　
　

，」
も

ゐ
り
た
り
け
る
に
、
空
仁
法
師
、
経
覚
ゆ
と
て
、
庵
室
に
籠
り

た
り
け
る
に
、
物
語
り
申
し
て
帰
り
け
る
に
、
舟
の
渡
り
の
所

へ
、
空
仁
ま
で
来
て
な
ご
り
惜
し
み
け
る
に
、
筏
の
下
り
け
る

を
見
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
仁

④
は
や
く
筏
は
こ
こ
に
来
に
け
り

薄
ら
か
な
る
柿
の
衣
着
て
、
か
く
申
し
て
立
ち
た
り
け
る
、
優

に
覚
え
け
り

⑤
大
井
川
上
に
丼
堰
や
な
か
り
つ
る

か
く
て
、
さ
し
離
れ
て
渡
り
け
る
に
、
ゆ
ゑ
あ
る
声
の
頃
れ
た

る
や
う
な
る
に
て
、
大
智
徳
勇
健
、
化
度
無
量
衆
と
読
み
出
し

た
り
け
る
、
い
と
尊
く
あ
は
れ
な
り

○
大
井
川
舟
に
乗
り
得
て
渡
る
か
な

西
住
付
け
け
り

①
流
れ
に
樟
を
さ
す
心
地
し
て

心
に
思
ふ
こ
と
あ
り
て
、
か
く
付
け
け
る
な
る
べ
し

西
行
と
そ
の
同
行
と
し
て
名
高
い
西
住

（
源

季
政
）
は
、
二
人
し
て

出
家
前
に
嵯
峨
嵐
山
東
麓
に
あ
る
法
輪
寺
を
訪
問
す
る
。
そ
こ
で
仏
道
修

行
に
励
む
空
仁

窪
★
り
を
見
て
、
義
清

（西
行
）
は

「優
に
覚
え
け
り
」

と
感
嘆
の
念
を
抱
く
。
そ
の
時
交
わ
し
た
季
政

（西
住
）
と
の
連
歌
で
義

清
は
、
渡
し
船
に
乗

っ
て
川
を
渡
る
こ
と
と
、
仏
法
を
得
て
悟
り
の
彼
岸

に
渡
る
こ
と
を
か
け
、
出
家
の
決
意
を
述
べ
る
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
季
政

も
、
「流
れ
に
樟
を
さ
す
心
地
」
と
、
出
家
に
逸
る
心
情
を
吐
露
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
義
清

（西
行
）
が
出
家
す
る
意
志
を
早
く
か
ら
持

っ
て

い
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
。
そ
れ
が
保
延
六
年
に
至
っ
て
出
家
と
い
う
行

動
な
独
剛
疑
れ
は
刺

『 み
制
巌
無
「
お
詢
し
い
蜘
剌

寺 っ
嘲
則
赫
』

養 っ
巌
ぃ

っ ず

　

轍

掛
け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
五
味
は
、
謄
西

（？
～

一
一
二
　
　
研

七
）
に
注
目
し
て
い
る

後
☆
じ
。

『百
錬
抄
』
天
治
元
年

（
一
一
二
四
）
七
月
十
九
日
条
に
窪
☆
し
、
僧

西に行くということ



謄
西
が
金
色
の
八
丈
阿
弥
陀
如
来
像
（約
２４
メ
ー
ト
ル
も
の
大
仏
）
を
造

っ

て
雲
居
寺
に
安
置
し
、
堂
を
証
応
弥
陀
院
と
名
付
け
た
と
い
う
記
録
が

残
っ
て
い
る
。
雲
居
寺
は
八
坂
神
社
の
南
、
現
在
の
高
台
寺
あ
た
り
に
あ
っ

た
と
い
う
。
元
永
元
年

（
一
一
一
八
）
生
ま
れ
の
義
清

（西
行
）
七
歳
の

頃
の
話
だ
。
そ
の
三
年
後
の
大
治
二
年

（
一
一
二
七
）
に
踏
西
は
亡
く
な

る
の
だ
が
、
五
味
は
こ
の
階
西
が
き
っ
か
け
で
義
清

（西
行
）
が
出
家
し

た
の
で
は
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

一
、
歌
道
と
仏
道
と
の

一
致
を
説
き
、
そ
の
勧
進
を
行
な
っ
た
暗
西

と
西
行
の
生
き
方
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。

二
、
雲
居
寺
の
あ
っ
た
東
山
は
西
行
が
慣
れ
親
し
ん
だ
場
で
も
あ
っ

た
こ
と
。

確
か
に
、
西
行
が
謄
西
の
流
れ
に
連
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
山

田
昭
全
、
目
崎
徳
衛
な
ど
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る

窪
☆
じ
。
ま
た
、
『新

古
今
和
歌
集
』
の
巻
末

（巻
二
十
、
釈
教
歌
）
を
飾
る
西
行
歌
の
前
に
、

贈
西
の
歌
が
置
か
れ
て
い
る
の
も
、
両
者
の
近
さ
を
新
古
今
編
者
が
理
解

し
て
い
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う

筵
☆
じ
。

し
か
し
な
が
ら
、
西
行
に
影
響
を
与
え
た
の
は
謄
西

一
人
に
限
ら
な
い
。

目
崎
が
、
「数
奇
に
遊
び
た
い
心
に
駆
ら
れ
て
俗
世
間
を
離
脱
し
よ
う
と

し
て
遁
世
に
方
途
を
求
め
た
者
の
系
譜
が
、
長
く
か
つ
次
第
に
広
が
っ
て

西
行
に
お
よ
ん
だ

霞
☆
１９
こ

と
捉
え
た
よ
う
に
、
そ
の
影
響
は
謄
西

一
人

に
限
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
な
ぜ
保
延
六
年
貧

一
四
〇
）
に
、

義
清

（西
行
）
は
全
て
を
捨
て
て
出
家
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、

謄
西
が
切
っ
掛
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。

そ
こ
で
、
再
度
、
保
延
六
年

（
一
一
四
〇
）
と
い
う
年
に
注
目
し
て
み

た
。
こ
の
年
に
義
清

（西
行
）
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
事
件
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、僧
西
念
が
出
家
し
、

四
天
王
寺
西
門
よ
り
西
海
に
向
か
っ
て
入
水
し
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
。

義
清

（西
行
）
と
同
じ
年
に
出
家
し
た
と
い
う
年
代
の
相
似
性
、
ま
た
、

西
行
と
西
念
と
い
う
名
前
の
相
似
性
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
四
天
王
寺
の

西
門
か
ら
入
水
往
生
を
試
み
た
と
い
う
、
そ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
行

動
は
、
ま
さ
に

「西
に
行
く
」
と
い
う
こ
と
、
そ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
う
考
え
る
と
、
西
念
が
義
清

（西
行
）
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
西
念
は
、
日
記
や
歴
史
書
、
あ
る
い
は
往
生

伝
や
仏
教
説
話
集
に
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
西
行
と
の
関
係
は
定
か
で
な

い
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
接
点
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
、
調
べ
て
み
た
。

〓
一　
西
念
に

つ
い
て

西
念
に
つ
い
て

『国
史
大
辞
典
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

（生
没
年
不
詳
）
平
安
時
代
後
期
の
浄
土
信
仰
者
。
曾
我
部
ま
た

は
藤
原
氏
の
出
自
と
思
わ
れ
る
が
、
俗
名

・
身
分
な
ど
は
不
詳
。
保

延
六
年

（
一
一
四
〇
）
三
月
二
日
に
出
家
し
、
過
去
四
十
年
間
の
供

養
目
録
を
携
え
、
同
年
四
月
九
日
難
波
の
四
天
王
寺
の
西
門
か
ら
入

水
自
殺
を
試
み
、
一
一年
後
の
康
治
元
年

（
一
一
四
二
）
三
月
十
七
日
、

自
邸
内
に
葬
穴
を
掘
り
、
極
楽
往
生
を
祈
願
し
、
同
年
六
月
二
十

一

日
極
楽
願
往
生
歌

（四
十
八
首
）
を
詠
じ
、
以
後
消
息
不
明
。
明
治

三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
十

一
月
京
都
市
下
京
区
松
原
通
大
和
大
路

100



東
入
ル
小
松
町
四
七
五
番
地

（東
山
区
小
松
町
）
の
地
下
か
ら
西
念

自
筆
の
二
種
の
供
養
目
録
と
極
楽
願
往
生
歌

一
巻
が
出
土
し
、
こ
れ

に
よ
り
熱
狂
的
な
浄
土
願
生
者
の
行
業
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
四
十

二
年
間
に
わ
た
る
多
量
の
写
経

・
造
仏

・
読
経

・
僧
供
な
ど
が
記
さ

れ
、
『法
華
経
』
を
中
心
と
し
た
雑
信
仰
や
比
叡
山
以
下
、
日
吉
社
・

六
波
羅
蜜
寺

・
鞍
馬
寺

。
四
天
王
寺

・
熊
野

・
加
賀
自
山
な
ど
天
台

宗
系
寺
社

へ
の
供
養
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
全
文
は
『平
安
遺
文
』

一
〇
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
（平
林
　
盛
得
）

こ
の
西
念
が
、
保
延
六
年
に
四
天
王
寺
西
門
か
ら
入
水
自
殺
を
試
み
た

事
件
に
つ
い
て
、
史
書
は
何
も
記
さ
な
い
。
以
下
、
帝
室
博
物
館
の
報
告

書

窪
☆
り
を
も
と
に
、
西
念
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
十

一
月
、京
都
市
下
京
区

（現
東
山
区
）

松
原
通
大
和
大
路
東
入
小
松
町
四
七
五
番
地
で
、
所
有
者
の
藤
井
利
右
衛

門
氏
が
土
砂
を
採
掘
し
て
い
て
、
地
下
三
尺

（
九
〇
セ
ン
チ
）
ぐ
ら
い
の

所
で
、
約
二
貫
目

（七

・
五
キ
ロ
）
の
天
然
石
四
個
の
間
か
ら
、
以
下
の

物
を
発
見
し
た
。

①
保
延
六
年

（
一
一
四
〇
）
八
月
九
日
付

「紺
紙
金
字
供
養
目
録
」

一

巻
②
永
治
二
年

（
一
一
四
二
）
三
月
十
七
日
付

「白
紙
墨
書
供
養
目
録
」

一
通

③
康
治
元
年

（
一
一
四
二
、
永
治
二
年
四
月
二
十
八
日
改
元
）
六
月
二

十

一
日
付

「自
紙
墨
書
極
楽
願
往
生
歌
」

一
通

④
青
鋼
製
馨

（仏
具
）
残
片
、　
一
個

た
だ
し
、
報
告
書
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
遺
物
は
藤
井
氏
が
明
治
三
十

九
年
に
発
掘
し
た
後
、
明
治
四
十
二
年

（
一
九

一
〇
）
三
月
に
京
都
府
か

ら
帝
室
博
物
館
に
報
告
が
あ
り
、
同
年
十
月
に
藤
井
氏
か
ら
博
物
館
に
寄

贈
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、

四
個
の
大
石
を
以
て
囲
ま
れ
た
る
中
に
、
紺
紙
金
字
の
目
録
に
他
の

二
通
を
巻
き
込
み
て
あ
り
し
と
い
ふ
に
過
ぎ
ず
。
是
等
の
文
書
が
能

く
水
土
の
浸
食
を
免
れ
て
今
日
に
至
る
ま
で
其
の
形
質
を
保
存
せ
る

は
、
必
ず
密
閉
せ
る
容
器
の
内
に
在
り
し
が
為
な
る
べ
し
と
思
は
る

れ
ど
も
、
其
の
容
器
に
つ
い
て
は
何
等
報
ず
る
所
な
し
。
恐
ら
く
は

発
掘
の
際
破
損
遺
棄
せ
ら
れ
し
も
の
な
る
べ
し
。

と
い
う
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る

後
☆
υ
。
つ
ま
り
、
発
掘
の
詳
細
、
発
掘

品
の
全
貌
、
発
掘
後
数
年
の
保
管
先
は
不
明
で
、
報
告
書
も
、
「発
掘
の

当
時
よ
り
本
館
の
所
蔵
に
帰
す
る
ま
で
、
前
後
五
年
の
間
何
人
の
手
に
保

管
せ
ら
れ
た
り
し
か
審
か
な
ら
ず
」
と
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
四
点
以
外
に
も
遺
物
が
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
が
、
今
と
　
　
　
と

な
っ
て
は
手
が
か
り
す
ら
つ
か
め
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江

さ
て
、
①
。②
の
供
養
目
録
に
は
、
西
念
が
四
十
余
年
間
に
行
な
っ
て
　
　
　
い

難
製

鍔

げ

卒
婁

饒

罐

辟

魏

夫

は

孵

③
極
楽
願
往
生
歌
は
、
片
仮
名
で
書
か
れ
た
四
十
八
首
の
釈
教
歌
と
巻

末
の
漢
文
序
か
ら
な
っ
て
い
る

窪
☆
じ
。
そ
の
う
ち
の
四
十
七
首
は
、　
　
　
　
ｌｏ



④
色
々
の
花
を
摘
み
て
は
西
方
の
弥
陀
に
供

へ
て
露
の
身
を
悔
い

○
ろ
く
ろ
く
に
巡
り
会
ふ
と
も
法
の
道
絶
え
で
行

へ
釈
迦
の
こ
の
こ
ろ

⑥
拶
し
や
此
世
の
事
を
急
ぐ
と
て
御
法
の
道
を
知
ら
ぬ
我
が
身
は

か
ら
始
ま
っ
て
、

○
切
に
た
だ
極
楽
願
ふ
我
な
れ
ば
終
ら
む
時
は
仏
来
ら
せ

④
す
べ
て
皆
仏
の
こ
と
を
思
ふ
人
遂
に
は
法
の
道
に
惑
は
ず

で
終
わ
っ
て
い
る
。
す
べ
て
イ
ロ
ハ
四
十
七
字
を
歌
の
最
初
と
最
後
に
置

き
、　
一
心
に
極
楽
往
生
を
願
う
も
の
で
あ
っ
た
。

西
念
が
こ
の
よ
う
な
和
歌
を
作
っ
た
理
由
は
、
極
楽
願
往
生
歌
の
序
文

に
記
さ
れ
て
い
る

窪
★
り
。

敬
み
て
白
す

極
楽
願
往
生
和
歌
序
に
云
は
く
。
蓋
し
聞
く
、
和
歌

は
仏
神
の
道
を
哀
れ
み
た
ま
ひ
、
後
世
の
菩
提
を
叶
ひ
給
ふ
道
也
。

其
れ
三
十

一
字
の
和
歌
の
数
、
四
十
八
行
を
注
連
し
、
偏
に
後
世
の

菩
提
を
意
に
懸
け
、
家
中
往
生
の
地
に
穴
を
儲
け
、
命
終
入
滅
し
て

与
に
寝
宿
せ
む
。
…
以
下
略
…

和
歌
が
後
世
の
菩
提
を
叶
え
る
道
で
あ
る
と
強
く
信
じ
て
い
た
か
ら
こ

そ
、
西
念
は
イ
ロ
ハ
を
歌
の
頭
尾
に
置
く
四
十
七
首
を
仏
に
手
向
け
、
極

楽
往
生
を
請
い
願
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
、
五
味
が
義
清

（西

行
）
出
家
の
き
っ
か
け
と
し
て
謄
西
を
挙
げ
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
謄
西

が
歌
道
と
仏
道
の
一
致
を
説
い
た
の
と
軌
を

一
に
し
て
い
る

霞
☆
む
。

ま
た
、
晩
年
で
は
あ
る
が
、
西
行
も
神
護
寺
を
訪
れ
、
若
き
日
の
明
恵

に
次
の
よ
う
な
話
を
し
、
歌
道
と
仏
道
の
一
致
を
説
い
た
と
い
う

筵
☆
ё
。

西
行
上
人
常
に
来
た
り
て
物
語
し
て
云
は
く
、
「我
歌
を
詠
む
事
は

遥
か
に
世
の
常
に
異
な
る
也
。
花
、
郭
公
、
月
、
雪
す
べ
て
万
物
の

興
に
向
ひ
て
も
、
凡
そ
、
所
有
相
、
皆
こ
れ
虚
妄
な
る
事
、
眼
に
遮

り
、
耳
に
満
て
り
。
又
、
読
み
出
す
所
の
歌
句
は
皆
こ
れ
真
言
に
非

ず
や
。
…
中
略
‥
こ
の
歌
は
、
即
ち
こ
れ
如
来
の
真
の
形
体
な
り
。

さ
れ
ば
、
一
首
詠
み
出
だ
し
て
は

一
体
の
尊
像
を
造
る
思
ひ
を
な
す
。

一
句
を
思
ひ
続
け
て
は
、
秘
密
の
真
言
を
唱
ふ
る
に
同
じ
。
我
、
こ

の
歌
に
よ
り
て
法
を
得
る
こ
と
有
り
。
…
後
略
…

後
世
の
伝
聞
資
料
で
は
あ
る
が
、
西
行
も
、
歌
語
は
す
べ
て
真
言
で
あ

る
と
説
い
た
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
西
行
と
西
念
は
、
時
代
、
名
前
、

思
想
と
近
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
西
念
は
、
熱
烈
な
四
天
王
寺
西
門
信
仰

者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
①

。
②
の
供
養
目
録
か
ら
明
白
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
①
保
延
六
年
供
養
目
録
に
は
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る

後
☆
り
。

弟
子
僧
西
念
、
脆
き
て
礼
拝
合
掌
し
て
仏
に
自
し
て
言
は
く
、
天
王

寺
の
西
海
に
身
を
投
じ
、
海
に
入
ら
し
む
る
の
条
、
往
生
の
赴
、
願

ひ
斯
に
有
り
。
伝

へ
聞
く
、
天
王
寺
の
西
門
は
極
楽
の
東
門
に
通
ず

と
…
以
下
略
…

西
念
は
こ
の
供
養
目
録
を
首
に
掛
け
、
天
王
寺
の
西
方
海
上
に
舟
を
出

し
て
入
水
自
殺
を
図
っ
た
が
、
叶
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
「天
王
寺
の
西

門
は
極
楽
の
東
門
に
通
ず
」
と
い
う
文
言
は
、
こ
の
二
年
後
に
書
か
れ
た



②
永
治
二
年
供
養
目
録
の
中
に
も
見
い
だ
せ
る

窪
☆
こ
。

西
方
浄
上
に
往
生
す
る
こ
と
を
念
じ
る
西
念
に
と
り
、
極
楽
の
東
門
に

通
ず
る
四
天
王
寺
西
門
は
、
極
楽
往
生

へ
０
浮
一と
し
て
特
別
な
場
所
で

あ
っ
た
。
と
な
る
と
、
同
時
代
に
生
き
、
西
行
と
号
し
、
同
じ
く
西
方
浄

土
に
行
く
こ
と
を
念
じ
る
西
行
に
と
っ
て
も
、
西
門
は
特
別
な
場
所
で

あ
っ
た
と
仮
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
院

政
期
の
四
天
王
寺
と
西
門
信
仰
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
始
め
た
い
。

四
　
院
政
期
の
四
天
王
寺
と
西
門
信
仰

に

つ
い
て

西
行
が
生
き
た
院
政
期
、
「
四
天
王
寺
西
門
」
こ
そ
極
楽
浄
上
の
入
口

で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
流
行

っ
た
今
様
に
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
窪
★
り
。

極
楽
浄
上
の
東
門
は
、
難
波
の
海
に
ぞ
対

へ
た
る
、
転
法
輪
所
の
西

門
に
、
念
仏
す
る
人
参
れ
と
て
。
「
梁
塵
秘
抄
』

一
七
六
番
〕

釈
迦
が
説
法
を
し
た
所

（転
法
輪
所
）
と
い
う
伝
承

貧
★
υ

の
あ
る
四

天
王
寺
、
そ
の
西
門
の
先
に
は
海
が
広
が
り
、
当
時
は
極
楽
の
東
門
と
向

き
合

っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
西
門
付
近
に
は
往
生
を

願
う
人
々
が
集
い
、
こ
こ
か
ら
西
念
の
よ
う
に
入
水
往
生
を
遂
げ
よ
う
と

し
た
人
々
ま
で
い
た
と
い
う

窪
☆
り
。
以
下
、
井
上
光
貞

釜
★
り
、
出
口

常
順

窪
☆
３
、
田
中
文
英

窪
☆
じ

の
論
考
に
導
か
れ
、
四
天
王
寺
と
西
門

信
仰
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

聖
徳
太
子
創
建
と
伝
わ
る
四
天
王
寺
は
、
律
令
時
代
、
朝
廷
の
手
厚
い

保
護
を
受
け
る
有
数
の
官
寺
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
平
安
初
期
、

弘
仁
七
年

（八

一
六
）
に
入
唐
求
法
後
十
年
の
最
澄
が
、
天
台
法
華
宗
将

来
の
こ
と
を
起
請
し
て
、
四
天
王
寺
の
聖
徳
太
子
廟
に
参
詣

・
献
詩
し
て

以
来
、
天
台
宗
の
影
響
が
強
ま
っ
て
い
く
。

や
が
て
、
天
台
僧
が
別
当
職
に
補
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
四
天
王

寺
は
天
台
宗
の
末
寺
と
な
る
。
そ
ん
な
中
、
摂
関
期
の
は
じ
め
、
天
徳
四

年

（九
六
〇
と
二
月
十
七
日
に
四
天
王
寺
は
焼
亡
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

四
天
王
寺
は
こ
こ
か
ら
復
興
を
遂
げ
る
。

長
保
二
年

（
一
〇
〇
〇
）
三
月
に
円
融
院
女
御
の
東
三
条
院

（詮
子
）

参
詣
以
後
、
治
安
三
年

（
一
〇
二
三
）
十
月
に
は
藤
原
道
長
、
長
元
四
年

（
一
〇
三

一
）
九
月
上
東
門
院
彰
子
、
永
承
三
年

（
一
〇
四
八
）
十
月
藤

原
頼
通
、
延
久
五
年

（
一
〇
七
三
）
二
月
後
三
条
天
皇
・陽
明
門
院
禎
子
、

応
徳
元
年

（
一
〇
八
四
）
九
月
藤
原
師
実

。
師
通
父
子
と
藤
原
顕
房
、
大

治
二
年

（
一
一
二
七
）
二
月
白
河
法
皇

。
鳥
羽
上
皇

・
待
賢
門
院
と
都
か

ら
皇
族

・
貴
顕
た
ち
が
相
次
い
で
参
詣
す
る
よ
う
に
な
る

釜
☆
む
。

当
時
の
四
天
王
寺
の
様
子
を
出
口
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
窪
☆
υ
。

院
政
期
の
四
天
王
寺
は
、
上
下
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
が
参
詣
す
る

‐こ太マ靖劉
。の幅彬け牌薫げ舞経江甦瑚潮科測」資↑“ばれ嘘　　　最

で
あ
る
。
自
河
上
皇
は
、
大
治
二
年

（
一
一
二
七
）
二
月
の
一
度
に
　
　
　
い

す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
鳥
羽
上
皇
十

一
度
、
後
自
河
上
皇
は
十
三
度
、

　

縦

徳

後
鳥
羽
上
皇
は
四
度
の
御
幸
が
数
え
ら
れ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

酢

し
か
し
な
が
ら
、
田
中
文
英
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合

は
石
清
水

・
住
吉
参
詣
と
セ
ッ
ト
を
な
す
か
、
ま
た
は
高
野

一
熊
野
参
詣

　

ｌｏ



と
と
も
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う

後
★
む
。
そ
れ
が
鳥
羽
院
政
期
に
な
る

と
、
四
天
王
寺
自
体
が
独
自
の
参
詣
対
象
と
な
り
、
「四
天
王
寺
精
進
」

な
る
沐
浴
も
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

筵
★
２
。

こ
の
よ
う
に
摂
関

・
院
政
期
に
皇
族

・
貴
顕
の
霊
場
参
詣
の
風
潮
が
高

ま
っ
て
く
る
中
、
四
天
王
寺
は
聖
徳
太
子
信
仰

・
西
方
浄
土
信
仰

・
法
華

経
信
仰

・
仏
舎
利
信
仰
の
中
心
と
し
て
、
皇
族

・
貴
顕

・
衆
庶

。
道
俗
の

群
集
す
る
聖
地
と
な
り
、
新
た
な
賑
わ
い
を
み
せ
る
こ
と
と
な
っ
た

筵
★

じ
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て

「四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
」
の
発
見
が
き
っ
か
け

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
∩
四
天
王
寺
／
四
天

王
寺
御
手
印
縁
起
」
の
項
目
）
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

寛
弘
四
年

（
一
〇
〇
七
）
八
月

一
日
、
都
維
那
十
禅
師
慈
蓮
が
金
堂

の
六
重
小
塔
の
中
か
ら

「四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
」
を
発
見
し
た
。

こ
の
縁
起
は
文
末
に

「乙
卯
歳
正
月
八
日
　
皇
太
子
仏
子
勝
重
」
と

あ
り
、
文
面
に
朱
の
手
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
寺
名
の
由
来
・

創
建
の
事
情

。
堂
塔
の
規
模

・
仏
像

・
宝
物

・
寺
領
な
ど
か
ら
な
る
。

こ
の
縁
起
で
特
筆
さ
れ
る
こ
と
は
、
敬
田
院
す
な
わ
ち
四
天
王
寺
の

中
心
伽
藍
部
は
昔
釈
迦
如
来
が
法
輪
を
転
じ
た
霊
地
で
あ
り
、
心
柱

に
仏
舎
利
六
粒
と
太
子
の
霊
髪
六
毛
を
納
め
た
五
重
塔
ど
百
済
王
が

太
子
滅
後
に
恋
慕
渇
仰
し
て
作

っ
た
と
い
う
金
銅
の
救
世
観
音
を
安

置
し
た
金
堂
と
が
、
極
楽
土
の
東
門
の
中
心
に
相
当
す
る
と
い
う
信

仰
が
盛
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
…
中
略
…
で
あ
る
。
こ
の
縁
起
は
聖
徳

太
子
自
撰
の
形
を
と
る
が
、
お
そ
ら
く
天
徳
四
年
の
焼
亡
後
、
貴
族

社
会
の
帰
依
を
失
う
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
は
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
民

衆
の
支
持
を
も
得
る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
金
光
明
経
に
基
づ
く
護

国
思
想
に
か
え
て
仏
舎
利
と
救
世
観
音
の
信
仰
主
旨
を
提
示
し
、
聖

徳
太
子
の
仏
教
精
神
の
実
践
を
め
ざ
す
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
…
以
下
略
…

後
代
に
聖
徳
太
子
に
仮
託
し
て
作
ら
れ
た

「四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
」

で
あ
る
が
、
こ
こ
四
天
王
寺
の
地
は
、
昔
、
釈
迦
が
法
輪
を
転
じ
た

（説

法
を
し
た
）
霊
地
で
、
五
重
塔
と
金
堂
が
極
楽
の
東
門
の
中
心
に
相
当
す

る
と
い
う
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
い
つ
し
か
西
門
が
極
楽
の

東
門
と
向
か
い
合

っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く

貧
★
０
。

当
時
、
四
天
王
寺
に
参
詣
し
た
貴
族
た
ち
は
、
西
門
で
西
方
浄
土
に
向

か
っ
て
日
想
観
を
修
し
、
金
堂
で
舎
利
供
養
を
行
な
い
、
聖
霊
殿
で
太
子

を
拝
し
、
経
供
養
を
営
ん
だ
と
い
う

窪
☆
●
。
た
と
え
ば
、
上
東
門
院
彰

子
四
天
王
寺
参
詣
を
記
録
し
た

『栄
花
物
語
』
（巻
第
三
十

一
）
長
元
四

年

（
一
〇
三

一
）
九
月
二
十
七
日
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る

筵
☆
０
。

酒
の
時
ば
い

びり
に
、
天
王
寺
の
西
の
大
門
に
御
車
と
ゞ
め
て
、
波
の

際
な
き
に
西
陽
の
入
り
ゆ
く
折
し
も
、
拝
ま
せ
給
。
何
の
契
に
か
も

残
り
て
と
、
め
で
た
く
こ
そ
。

ま
た
、
『今
昔
物
語
集
』
（巻
第
十

一
、
聖
徳
太
子
建
天
王
寺
語
）
に
も

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

窪
☆
ｇ
。

そ
の
寺
の
西
門
に
太
子
自
ら
、
「釈
迦
如
来
転
法
輪
所
、
当
極
楽
土

東
門
中
心
」
と
書
き
給

へ
り
。
こ
れ
に
依
り
て
、
諸
人
、
か
の
西
門

に
し
て
弥
陀
の
念
仏
を
唱
ふ
。
今
に
絶
え
ず
し
て
、参
ら
ぬ
人
な
し
。



こ
れ
を
思
ふ
に
、
こ
の
天
王
寺
は
、
必
ず
人
参
る
べ
き
寺
な
り
。
聖

徳
太
子
の
正
し
く
仏
法
を
伝
え
む
が
た
め
に
、
こ
の
国
に
生
ま
れ
給

ひ
て
、
専
ら
願
を
発
し
て
造
り
給

へ
る
寺
な
り
。

も
と
も
と
四
天
王
寺
の
地
か
ら
西
方
を
臨
む
と
、
眼
下
に
難
波
の
海
が

広
が
り
、
入
日
の
荘
厳
は
阿
弥
陀
来
迎
の
光
景
を
街
彿
と
さ
せ
る
も
の

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
井
上
光
貞
は
、
西
門
を
中
心
と
す
る
浄
土
教
の
聖
跡

と
し
て
尊
ば
れ
て
い
た
当
時
の
四
天
王
寺
信
仰
を
、
次
の
三
つ
に
類
別
し

て
い
る

筵
☆
０
。

①
　
四
天
王
寺
に
詣
で
て
念
仏
百
万
遍
に
満
つ
れ
ば
、
往
生
業
と
し
て

は
な
は
だ
功
徳
が
あ
る
と
い
う
百
万
遍
念
仏
信
仰
。

②
　
四
天
王
寺
に
参
詣
し
、
金
堂
舎
利
の
瑞
相
を
見
た
り
、
聖
徳
太
子

絵
像
を
納
め
る
聖
霊
院
に
祈
念
し
て
、
太
子
の
霊
夢
を
得
た
り
し
て

往
生
の
安
心
を
得
る
信
仰
。

③
　
西
日
の
さ
す
難
波
の
海
、
す
な
わ
ち
極
楽
の
東
門
に
入
水
す
れ
ば
、

必
ず
往
生
が
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
信
仰
。

井
上
に
よ
る
と
、
い
つ
し
か
四
天
王
寺
の
西
門
は
、
念
仏
す
る
人
々
が

集
う
浄
土
教
上
の
聖
地
と
な
り
、
「念
仏
衆
」
と
呼
ば
れ
る
集
団
も
形
成

さ
れ
て
い
た
と
い
う

後
☆
０
。

こ
の
念
仏
衆
は
、
四
天
王
寺
浄
土
教
の
諸
信
仰
す
べ
て
に
か
か
わ
る
も

の
で
は
な
く
、
西
門
外
の
念
仏
所
を
中
心
に
興
行
さ
れ
た
出
雲
聖
人
の
百

万
遍
念
仏
を
中
心
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
義
清

（西
行
）
が
仕
え
た
鳥
羽

法
皇
や
美
福
門
院
、
あ
る
い
は
藤
原
忠
実
ら
も
加
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。

ま
さ
に
「天
皇
家
や
摂
関
家
な
ど
の
か
つ
て
の
主
た
ち
の
天
王
寺
信
仰
は
、

異
常
な
高
揚

の
真
只
中
に
あ

っ
た
と
評
し
て
差
支
え
な
か
ろ
う

窪
☆
４５
こ

と
い
う
状
態
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
を
反
映
し
、
四
天
王
寺
西
門
も
和
歌
に
詠
ま
れ
る
よ

う
に
な
る
。
以
下
、
西
門
信
仰
と
和
歌
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

五
　
西
門
信
仰
と
和
歌
に
つ
い
て

管
見
に
入
っ
た
四
天
王
寺
西
門
を
詠
ん
だ
和
歌
を
挙
げ
て
み
る
霞
☆
●
。

①
相
模

（相
模
集

一
番
）

寛
弘
の
御
時
ば
か
り
に
や
、
天
王
寺
の
歌
と
て
人
人
よ
む
を
り
が

あ
り
し
に
、
西
大
門
　
　
　
　
か
ど

極
楽
に
向
か
ふ
心
は
隔
て
な
き
西
の
問
よ
り
ゆ
か
む
と
ぞ
思
ふ

②
赤
染
衛
門

（赤
染
衛
門
集
五
三
〇
番
）

西
大
門
に
て
、
月
の
い
と
あ
か
か
り
し
に

こ
こ
に
し
て
光
を
待
た
む
極
楽
に
向
か
ふ
と
聞
き
し
門
に
来
に
け
り

③
源
俊
頼

（散
木
奇
歌
集
、
雑
部
上
、　
三
二
八
四
番
）

或
人
の
堂
の
障
子
の
絵
に
、
天
王
寺
の
西
門
に
て
法
師
の
船
に
乗

り
て
西
ざ
ま

へ
漕
ぎ
離
れ
て
行
く
か
た
か
け
る
を
、
こ
れ
は
と
お

ぼ
し
き
な
り
と
堂
の
主
の
入
道
の
云
ふ
を
聞
き
て

阿
弥
陀
仏
と
唱
ふ
る
声
の
揖
に
て
や
苦
し
き
海
を
漕
ぎ
離
る
ら
ん

④
郁
芳
門
院
安
芸

（郁
芳
門
院
安
芸
集
、
五
六
番
）

天
王
寺
に
て
、
所
々
の
名
、
人
人
よ
み
し
を
、
西
門

障
り
な
く
入
る
日
を
見
て
も
思
ふ
か
な
こ
れ
こ
そ
西
の
問
出
な
り
け
れ

と

文

く

塾調
行

究

に

研

西 うこと



⑤
行
尊

（行
尊
大
僧
正
集
、
三
五
番
）

天
王
寺
西
門
に
て

隔
て
な
く
西

へ
行
く
べ
き
印
に
は
迎

へ
る
門
に
ま
づ
と
入
り
ぬ
る

⑥
源
頼
政

（源
三
位
頼
政
集
、
下
、
六
四
九

・
六
五
〇
番
）

※

「九
月
の
廿
日
あ
ま
り
の
ほ
ど
に
天
王
寺
に
参
り
て
侍
り
し

に
、
伊
賀
入
道
為
業
が
も
と
よ
り
籠
り
て
侍
り
け
る
が
か

く
と
聞
き
て
遣
し
た
り
し

（六
四
三
番
詞
書
と

に
続
き
、

又
こ
れ
よ
り
入
道
の
も
と
へ
つ
か
は
じ
け
る

も
ろ
と
も
に
い
ざ
さ
は
ゆ
か
む
極
楽
の
問
迎
ひ
す
る
所
な
り
け
り

返
し

奥
つ
浪
君
さ
き
だ
て
て
よ
き
海
の
舟
で
い
そ
が
む
西
の
問
よ
り

⑦
慈
円

（拾
玉
集
、
第
三
、
二
七
五
三
番
）

西

へ
と
て
迎
ふ
る
君
を
頼
む
道
は
難
波
の
寺
の
御
門
な
り
け
り

③
慈
円

（拾
玉
集
、
第
三
、
二
七
訳
卜
播
】

極
楽
と
こ
の
津
の
国
と
あ
は
れ
な
り
普
門
を
あ
け
合
せ
つ
つ

歌
の
中
で
四
天
王
寺
西
門
は
、
隔
て
な
く
極
楽
に
向
か
う
門
、
西
に
迎

え
る
門
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る

（①
②
④
⑤
⑦
）
。
③
歌
に
あ
る

「
普

門
」
も

「観
音
な
ど
が
、
広
く
衆
生
を
済
度
し
よ
う
と
す
る
広
大
な
慈
悲

の
門

（『
日
本
国
語
大
辞
典
し
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
誰
で
も
極
楽
往

生
で
き
る
入
口
と
し
て
西
門
は
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

相
模
は
、
①
歌
で
西
門
か
ら
極
楽
に
行
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
詠
ん
で

い
る
。
②
歌
で
赤
染
衛
間
が
待
と
う
と
言
っ
て
い
る
光
は
極
楽
か
ら
の
光

で
あ
ろ
う
。
西
門
が
極
楽
に
向
か
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

言
葉
だ
。
③
の
俊
頼
歌
で
は
、
四
天
王
寺
西
門
か
ら
の
入
水
往
生
の
様
子

が
障
子
絵
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
往
生
伝
な
ど
を
通
し

て
、
西
門
か
ら
の
入
水
往
生
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

④
歌
で
は
郁
芳
門
院
安
芸
が
人
々
と
日
想
観
を
行
な
い
、
西
門
こ
そ
極

楽
往
生
の
問
出
と
確
信
し
た
気
持
ち
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
⑤
歌
で
行
尊
は

す
べ
て
の
人
が
極
楽

へ
行
け
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
西
門
で
あ
る
と
断
言
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も

「西
に
行
く
」
場
所
は
四
天
王
寺
西
門
で
あ
る
と
い

う
西
門
信
仰
を
和
歌
に
詠
み
込
ん
だ
も
の
だ
。
彼
ら
は
西
行
よ
り
も
前
の

時
代
の
人
々
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
西
行
以
前
か
ら
西
門
信
仰
の
広

が
り
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
歌
は
、
源
頼
政
と
伊
賀
入
道
為
業

（藤
原
為
業
、
出
家
し
て
寂
念
）

と
の
贈
答
歌
で
あ
る
。
四
天
王
寺
は
極
楽
の
入
口
で
、
西
問
か
ら
舟
で
急

ぎ
ま
し
ょ
う
と
歌
を
交
わ
し
て
い
る
。
彼
ら
も
③
俊
頼
同
様
の
西
門
か
ら

入
水
往
生
の
絵
を
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑦
③
歌
の
慈
円
は
、
⑤
行
尊
同
様
、
四
天
王
寺
別
当
に
就
い
て
い
る
。

そ
の
慈
円
が
詠
む
⑦

「西

へ
と
て
迎
ふ
る
君
」
は
、
極
楽
浄
土

へ
導
く
た

め
紫
雲
に
乗

っ
て
迎
え
に
来
て
く
れ
る
阿
弥
陀
仏
や
諸
菩
薩
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
そ
の
信
仰
が
こ
こ
四
天
王
寺
の
西
門
で
あ
る
の
だ
と
歌
っ
て
い
る
。

③
歌
は

「極
楽
浄
上
の
東
門
は
、難
波
の
海
に
ぞ
対

へ
た
る
」
と
い
う

『梁

塵
秘
抄
』

一
七
六
番
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
普

門
」
が
、

こ
の
四
天
王
寺
西
門
の
あ
る
摂
津
の
国
と
極
楽
と
で
向
か
い
合
っ
て
開
い

て
い
る
こ
と
を
想
い
、
感
慨
を
込
め
た
歌
で
あ
る
。

以
上
の
時
代
背
景
を
考
え
る
と
、
当
時
の
人
々
が

「西
に
行
く
」
と
い

う
こ
と
で
、
四
天
王
寺
西
門
か
ら
の
極
楽
往
生
を
連
想
し
た
可
能
性
は
高

い
。
つ
ま
り
、
「西
行
」
と
い
う
名
も
深
く
四
天
王
寺
西
門
信
仰
と
関
係

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
西
行
も
、
①
～
③
歌
の
流
れ
に
連
な



る
よ
う
に
、
西
門
信
仰
を
詠
ん
だ
と
見
ら
れ
る
和
歌
を
残
し
て
い
る
。

⑨
西
行

（山
家
集
、
巻
末
百
首
、　
一
五
四
〇
番
）

※

「千
手
経
　
一二
首
」
の
う
ち
二
首
目

誓
あ
り
て
願
は
ん
国

へ
行
く
べ
く
は
西
の
門
よ
り
悟
り
開
か
ん

「若
我
誓
願
」
と
呼
ば
れ
る
千
手
観
音
の
誓
い
は
、
遍
く

一
切
衆
生
を

救
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
誓
い
の
お
か
げ
で
誰
も
が
み
な
、
間

違
い
な
く
極
楽
浄
土

へ
行
け
る
の
な
ら
、
そ
の
極
楽
の
東
門
に
向
き
合
う

四
天
王
寺
西
門
か
ら
悟
り
の
境
地
に
入
っ
て
行
こ
う
。
そ
ん
な
西
行
の
決

意
が
⑨
歌
か
ら
読
み
取
れ
る
。
こ
の
歌
に
込
め
ら
れ
た
西
行
の
気
持
ち
を

考
え
た
時
、
「西
に
行
く
」
と
書
い
て

「西
行
」
と
号
し
た
藤
原
義
清
の

心
に
、
四
天
王
寺
西
門
信
仰
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ

う
。
で
は
、
実
際
、
西
行
に
と
っ
て
四
天
王
寺
と
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

一
ハ
　
西
行
と
四
天
王
寺

院
政
期
の
四
天
王
寺
の
位
置
に
つ
い
て
、
阿
部
泰
郎
は
次
の
よ
う
に
記

し
、
西
門
信
仰
の
重
要
性
に
触
れ
て
い
る

釜
☆
ｇ
。

道
長
に
始
ま
る
天
王
寺
参
詣
は
、
摂
関
か
ら
院

へ
と
継
承
さ
れ
、
延

久
五
年

（
一
〇
七
三
）
の
後
三
条
院
参
詣
よ
り
以
降
は
院
の
領
導
す

る
と
こ
ろ
と
な
る
。
自
河
院
に
よ
る
熊
野
詣
の
盛
行
も
、
必
ず
天
王

寺
を
発
着
の
起
点
と
す
る
の
で
あ
り
、
広
義
の
天
王
寺
参
詣
と
み
て

も
よ
い
。
鳥
羽
院
に
至
り
、
再
び
天
工
寺
を
目
的
の
地
と
し
て
、
西

門
の
念
仏
別
所
に
参
籠
し
、
出
雲
聖
人
の
勧
進
す
る
不
断
念
仏
に
結

縁
す
る
た
め
の
参
詣
が
始
ま
っ
た
。
か
く
し
て
、
熊
野
詣
と
西
門
念

仏
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
に
中
世
を
し
る
し
づ
け
る
大
き
な
意
義
を

担

っ
た
宗
教
運
動
の
軸
の
交
わ
る
と
こ
ろ
に
、
天
王
寺
は
位
置
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

四
天
王
寺
が
当
時
の
社
会
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
貴

顕
の
参
詣
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
事
例
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

水ヽ
暦
元
年

（
一
一
六
〇
）
十
月
十
六
日
、
後
自
河
院
が
新
熊
野
、
新
日

吉
の
両
社
を
京
の
都
に
勧
請
し
た
が

窪
☆
り
、
同
時
期
、
熊
野
、
日
吉
同

様
に
都

へ
勧
請
さ
れ
、
「イ
マ

（新
。今
と

を
頭
に
付
け
る

「今
天
王
寺
」

と
呼
ば
れ
る
寺
も
造
ら
れ
て
い
た
。

予
、
普
成
仏
院
に
詣
す

（今
天
王
寺
と
号
す
）
。
講
演
を
聴
聞
す
。

随
喜
の
涙
、
不
覚
に
も
禁
ぜ
ず
。
予
、
講
衆
に
入
ぬ
。
毎
年

一
度
、

そ
の
月
を
定
め
ず
、
十
五
日
を
以
て
式
日
と
す
べ
き
の
由
、
約
束
し

了
ぬ
。
念
仏
五
万
遍
の
外
、
勤
な
し
。
ま
た
、
先
考
、
先
批
を
過
去

帳
に
入
れ
奉
リ
ワ慨
ぬ
。
聯
か
所
課
あ
る
べ
し
と
云
々

貧
☆
υ

『吉
記
』
承
安
三
年

（
一
一
七
三
）
六
月
十
五
日
の
条
で
あ
る
。
著
者

藤
原
経
房
が
参
詣
し
、
五
万
遍
念
仏
を
勤
行
し
た
と
い
う
普

成
仏
院

（普

成
仏
名
院
）
は
、
美
福
門
院
が
自
身
の
後
世
菩
提
の
た
め
に
建
立
し
た
寺

院
で
あ
っ
た

後
★
υ
。
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
に
は
、

とこと
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永
暦
元
年

（
一
一
六
〇
）

一
一
月
二
日
の
美
福
門
院
庁
下
文

（国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
醍
醐
寺
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
美
福
門
院

（鳥
羽

天
皇
皇
后
、
藤
原
得
子
）
が
普

成
仏
名

院

（仏
名
院
、
山
城
醍
醐

寺
子
院
）
に

「摂
津
国
野
鞍

庄
」
を
施
入
し
、
同
女
院
の
後
世
菩

提
の
た
め
聖
心
を
阿
閣
梨
と
し
て
仏
眼
護
摩
を
修
さ
せ
た
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
熊
野
、
新
日
吉
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
永
暦
元
年

（
一
一
六
〇
）
頃
ま
で
に
は
都
に

「今
天
王
寺
」
が
建
立
さ
れ
、
熊
野
、

日
吉
信
仰
と
と
も
に
天
王
寺
信
仰
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

今
天
王
寺
を
建
立
し
た
美
福
門
院
と
西
行
と
の
直
接
の
交
流
は
確
認
で

き
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
西
行
歌
が
残
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

◆

『西
行
法
師
家
集
』
雑
、
九
二
番

美
福
門
院
の
御
骨
、
高
野
の
菩
提
心
院

へ
渡
さ
せ
給
ひ
け
る
を

見
た
て
ま
つ
り
て

今
日
や
君
お
ほ
ふ
五
の
雲
晴
れ
て
心
の
月
を
み
が
き
出
ら
ん

永
暦
元
年

（
一
一
六
〇
）
十

一
月
二
十
三
日
に
崩
御
し
た
美
福
門
院
が

御
骨
と
な
っ
て
女
人
禁
制
の
高
野
山
に
お
渡
り
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
ら
れ
た
と
喜
ん
で
い
る
西
行
だ

が
、
美
福
門
院
も
鳥
羽
院
と
と
も
に
度
々
四
天
王
寺
を
参
詣
し
、
前
述
し

た
よ
う
に
西
門
の
念
仏
衆
に
も
加
わ
っ
て
い
た

窪
☆
３
。
両
者
に
共
通
す

る
も
の
と
し
て
四
天
王
寺
を
挙
げ
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

今
天
王
寺
創
建
に
か
か
わ
っ
た
聖
心
こ
と
仏
厳
房
は
、
醍
醐
寺
理
性
院

流
祖
賢
覚
付
法
の
弟
子
の
一
人
と
し
て
血
脈
に
名
前
が
見
え
る
が
、
そ
の

中
に
西
行
の
心
友
で
あ
る
西
住
の
名
前
も
見
え
る

霧
☆
３
。
そ
し
て
、
仏

厳
房
聖
心
は
高
野
山
の
大
伝
法
院
の
第
十

一
。
十
八
代
学
頭
で
も
あ
っ
た

と
い
う

雀
☆
じ
。
ま
た
、
『聞
書
集
』
に
は
こ
の
よ
う
な
歌
も
見
ら
れ
る
。

醍
醐
に
東
安
寺
と
申
し
て
、
理
性
房
の
法
眼
２
房
に
罷
り
た
り

け
る
に
、
俄
に
例
な
ら
ぬ
こ
と
あ
り
て
、
大
事
な
り
け
れ
ば
、

同
行
に
侍
り
け
る
上
人
達
ま
で
来
あ
ひ
た
り
け
る
に
、
雪
の
深

く
降
り
た
り
け
る
を
見
て
、
心
に
思
ふ
こ
と
あ
り
て
よ
み
け
る

頼
も
し
な
雪
を
見
る
に
ぞ
知
ら
れ
ぬ
る
積
も
る
思
ひ
の
ふ
り
に
け
り

と
は

含
〓
〓
一番
）

返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
住
上
人

さ
ぞ
な
君
心
の
月
を
磨
く
に
は
か
つ
が
つ
四
方
に
雪
ぞ
敷
き
け
る

（
二
三
四
番
）

「理
性
房
の
法
眼
」
と
は
西
住
の
師
賢
覚
の
こ
と
。
そ
２
房
を
西
行
は

訪
れ
て
、
急
病
に
見
舞
わ
れ
る
。
見
舞
い
に
来
た

「同
行
に
侍
り
け
る
上

人
達
」
の
中
に
仏
厳
房
聖
心
が
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
可
能
性
は
あ
る
。

結
局
、
今
天
王
寺
と
西
行
を
直
接
関
連
づ
け
る
史
料
は
な
い
が
、
美
福
門

院
、
醍
醐
寺
理
性
院
流
と
の
縁
を
考
え
る
と
、
無
視
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
四
天
王
寺
信
仰
が
盛
ん
だ
っ
た
時
期
に
、
西
行
も
四
天
王

寺
を
参
詣
し
て
い
る
。
家
集
に
は
四
天
王
寺
の
略
称

「天
王
寺
」
を
詞
書

に
記
す
歌
が
七
例
見
い
だ
せ
る
。

①

『山
家
集
』
雑
、
七
五
二
、
七
五
二
番

天
王
寺

へ
参
り
け
る
に
、
雨
の
降
り
け
れ
ば
、
江
口
と
申
す
所



に
宿
を
借
り
け
る
に
、
貸
さ
ぎ
り
け
れ
ば

世
の
中
を
厭
ふ
ま
で
こ
そ
難
か
ら
め
仮
の
宿
り
を
惜
し
む
君
か
な

返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

家
を
出
づ
る
人
と
し
聞
け
ば
仮
の
宿
に
心
と
む
な
と
思
ふ
ば
か
り
ぞ

②

『山
家
集
』
雑
、
八
五
二
番

同
行
に
侍
り
け
る
上
人
、
月
の
頃
天
王
寺
に
籠
り
た
り
と
聞
き

て
言
ひ
遣
は
じ
け
る

い
と
ど
い
か
に
西

へ
傾
く
月
影
を
常
よ
り
も
異
に
君
慕
ふ
ら
ん

③

『山
家
集
』
雑
、
八
六
二
番

天
王
寺

へ
ま
ゐ
り
て
、
亀
井
の
水
を
見
て
詠
み
け
る

浅
か
ら
ぬ
契
り
の
程
ぞ
汲
ま
れ
ぬ
る
亀
井
の
水
に
影
映
し
つ
つ

０

『山
家
集
』
雑
、　
一
〇
五
四
番

俊
恵
、
天
王
寺
に
籠
り
て
、
人
々
具
し
て
住
吉
に
ま
ゐ
り
て
、

歌
詠
み
け
る
に
具
し
て

住
吉
の
松
が
根
洗
ふ
波
の
音
を
梢
に
懸
く
る
沖
つ
白
波

⑤

『山
家
集
』
雑
、　
一
〇
七
六
番

天
王
寺

へ
ま
ゐ
り
た
り
け
る
に
、
松
に
鷺

の
ゐ
た
り
け
る
を
、

月
の
光
に
見
て

庭
よ
り
も
鷺
ゐ
る
松
の
梢
に
ぞ
雪
は
積
も
れ
る
夏
の
夜
の
月

⑥

『
山
家
集
』
雑
、　
一
〇
九
六

ａ
番

天
王
寺

へ
ま
ゐ
り
け
る
に
、
交
野
な
ど
申
す
渡
り
過
ぎ
て
、
見

晴
る
か
さ
れ
た
る
所
の
侍
り
け
る
を
問
ひ
け
れ
ば
、
天
の
川
と

申
す
を
聞
き
て
、
宿
借
ら
む
と
い
ひ
け
む
こ
と
思
ひ
出
だ
さ
れ

て
よ
み
け
る

あ
く
が
れ
し
天
の
川
原
と
聞
く
か
ら
に
昔
の
波
の
袖
に
か
か
れ
る

『西
行
法
師
家
集
』
雑
、　
一
一
七
番

中
納
言
家
成
、
渚
の
院
し
た
て
て
、
程
な
く
壊
た
れ
ぬ
と
聞
き

て
、
天
王
寺
よ
り
下
向
し
け
る
次
い
で
に
、
西
住
、
浄
蓮
な
ど

申
す
上
人
と
も
し
て
見
け
る
に
、
い
と
哀
れ
に
て
、
各
々
述
懐

し
た
る
に

折

に
つ
け
て
人

の
心

の
変
は
り

つ
つ
世
に
有
か
ひ
も
渚
な
り
け
り

①
０
０
歌
は
四
天
王
寺
参
詣
の
途
申
で
の
詠
歌
、
②
は
西
住
と
推
測
さ

れ
る
四
天
王
寺
に
籠
も
っ
て
い
る

「同
行
に
侍
り
け
る
上
人
」
へ
の
贈
歌
、

０
は
四
天
王
寺
に
籠
も
っ
て
い
た
俊
恵
に
同
行
し
て
住
吉
社
に
参
詣
し
た

折
の
歌
で
あ
る
。
西
行
が
四
天
王
寺
で
詠
ん
だ
と
い
う
歌
は
０
０
の
二
首

の
み
で
あ
る
が
、
⑤
歌
は
、
夜
、
庭
の
松
に
止
ま
っ
た
鷺
の
自
さ
を
雪
に

見
立
て
た
感
興
を
歌
に
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
参
籠
時
、
同
行
た

ち
と
歌
会
な
ど
を
し
た
折
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

①
～
０
歌
中
で
、
西
行
の
信
仰
心
と
絡
め
て
読
み
解
く
べ
き
詠
歌
は
②

歌
と
③
歌
で
あ
る
。
ま
ず
、
②
歌
は
、
西
行
の
同
行
西
住
が
九
月
頃
で
あ

ろ
う
か
、
四
天
王
寺
に
参
籠
し
て
い
る
折
に
贈

っ
た
歌
と
考
え
ら
れ
る
。

四
天
王
寺
西
門
に
は
彼
岸
の
中
日
に
西
に
沈
む
夕
日
を
眺
め
、
日
想
観

を
修
す
る
人
々
が
集
う
。
ま
た
、
念
仏
堂
で
は
毎
年
九
月
十
五
日
に
大
規

模
な
念
仏
会
が
行
な
わ
れ
、
鳥
羽
法
皇
ほ
か
、
皇
族
、
貴
顕
も
都
か
ら
参

列
し
、
天
王
寺
楽
人
が
舞
楽
を
披
露
し
た
り
し
て
い
た
と
い
う

窪
★
む
。

そ
の
よ
う
な
折
、
夜
に
な
っ
て
天
空
を
西
に
向
か
い
、
ひ
と
き
わ
澄
み
わ

た
る
満
月
は
、極
楽
往
生
の
確
か
な
標
で
あ
っ
た
。
四
天
王
寺
の
地
に
あ
っ

て
そ
れ
を
眺
め
て
い
る
西
住
、
西
行
は
都
に
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る

い
は
高
野
山
に
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
自
分
が
い
な
い
こ
と
を
西
行

”
し

こと
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は
ど
れ
ほ
ど
悔
し
が
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
う
考
え
た
時
、③
歌
に
あ
る
月
影
を

「常
よ
り
も
異
に
君
慕
ぶ
ら
ん
」

と
い
う
言
葉
は
、
四
天
王
寺
で
の
満
月
を
極
楽
往
生
の
証
と
喜
ぶ
西
住
で

は
な
く
、
そ
れ
を
遠
く
で
想
う
西
行
自
身
の
憧
れ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

見
る
こ
と
も
で
き
る
。

③
歌
は
、
四
天
王
寺
境
内
に
涌
く
霊
水
亀
井
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

亀
井
は
摂
津
国
の
歌
枕
で
、
四
天
王
寺
境
内
か
ら
湧
き
出
て
い
る
井
水
。

金
堂
の
な
か
に
あ
る
青
竜
池
の
水
が
導
か
れ
て
、
太
鼓
楼
の
右
に
あ
る
石

亀
形
水
盤
の
亀
の
日
か
ら
出
る
の
で
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う

程
☆
む
。

平
岡
定
海
は
、
こ
の
亀
井
を

『
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』
が
記
す
青
龍

信
仰
と
絡
め
て
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る

釜
☆
む
。

次
に
御
手
印
縁
起
の
荒
陵
池
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
縁
起
で

「号
二

（
マ

マ
〉

荒
陵
池
一其
底
深
、
青
竜
恒
居
処
也
」
こ
の
青
竜
の
信
仰

は
、
こ
の

縁
起
の
作
成
さ
れ
た
時
に
は
、
こ
の
寺
の
別
当
職
が
、
台
密
系
の
別

当
職
で
な
く
、
東
密
系
の
別
当
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
青
竜

寺
に
住
し
て
、
青
竜
信
仰
を
も
っ
て
帰
っ
て
来
た
空
海
の
思
想
系
統

を
引
く
縁
起
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に

「以
二
丁
未

歳
・始
建
二
玉
造
岸
上
一、
改
・」
小此
地
一、
鎮
二
祭
青
竜
一、
癸
丑
歳
、

壌
二
移
荒
陵
東
こ

と
あ
る
こ
と
は
四
天
王
寺
を
移
建
し
た
と
き
に

こ
の
地
が
青
竜
を
祭
る
に
適
し
た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
…
中
略
‥
こ
の
荒
陵
池
が
青
竜
の
恒
居
で
あ
る
こ
と
は
、
海
岸

を
目
前
に
あ
る
こ
の
寺
の
位
置
か
ら
も
適
切
な
思
想
で
あ
り
、
こ
と

に
弘
法
大
師
が
帰
国
の
途
次
、
海
上
で
青
竜
に
海
上
平
安
を
祈
ら
れ

た
と
い
う
青
竜

へ
の
祈
願
に
も
と
づ
い
て
四
天
王
寺
の
場
合
に
も
あ

て
は
め
て
、
海
信
仰
を
提
唱
す
る
思
想
が
生
れ
た
。

平
岡
の
言
う
青
竜
信
仰
を
③
歌
に
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
亀
井
の

水
か
ら

「浅
か
ら
ぬ
契
り
」
を
感
じ
た
西
行
で
あ
る
、
こ
の
歌
に
は
深
い

亀
井

へ
の
信
仰
心
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
の
信
仰
心
と
は
聖
徳
太
子
に
対

す
る
信
仰
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

『高
山
寺
明
恵
上
人
行
状

（
上
山

本
と

に
あ
る
次
の
記
述
か
ら
推
測
で
き
る

後
☆
２
。

上
人
、
昔
、
十
四
、
五
歳
の
頃
、
天
王
寺
に
詣
で
、
亀
井
に
対
ひ
く

太
子
化

現
の
霊
水
た
る
こ
と
を
思
ひ
て
こ
れ
を
飲
む
。

明
恵
上
人
は
十
四
、
五
歳
の
頃
、
天
王
寺
の
霊
水
亀
井
に
向
か
っ
て
、

こ
れ
こ
そ
聖
徳
太
子
の
化
現
と
し
て
飲
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
、
亀

井
の
霊
水
と
聖
徳
太
子
信
仰
を
暗
示
す
る
の
は
、
次
の
弁
乳
母
歌
も
同
様

で
あ
る
。

◆

『後
拾
遺
集
』
（第
十
八
、
雑
四
、　
一
〇
七

一
番
）

天
王
寺
に
参
り
て
、
亀
井
に
て
よ
み
侍
け
る

万
世
を
澄
め
る
亀
井
の
水
は
さ
は
富
緒
川
の
流
れ
な
る
ら
ん

「富
緒
川
の
流
れ
」
と
は
聖
徳
太
子
を
暗
示
し
て
い
る
。
『
日
本
霊
異
記
』

（上
巻
、
第
四
）
は
次
の
よ
う
な
聖
徳
太
子
伝
承
を
紹
介
し
て
い
る
。

あ
る
日
、
太
子
は
路
傍
の
病
人
を
見
て
、
声
を
か
け
、
衣
服
を
与
え
た
。

や
が
て
そ
の
病
人
が
死
に
、
太
子
は
埋
葬
を
命
じ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

後
、
墓
か
ら
遺
体
が
忽
然
と
消
え
、
墓
に
は
歌
が

一
首
残
さ
れ
て
い
た
。



琳
馬
のと
認
緒を
用
の
絶
え
ば
こ
そ
我
が
大
君
の
御み
名な
忘
ら
れ
め

富
緒
川
の
流
れ
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
太
子
の
御
名
も
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
ょ
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
永
久
に
あ
り
ま
せ
ん
と
、
聖
徳
太

子
の
徳
を
褒
め
た
た
え
る
歌
だ
っ
た
。

も
と
も
と
、
ン」
の
太
子
伝
承
は

『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
二
十

一
年

盆
ハ

一
三
）
条
に
見
え
る
片
岡
山
飢
人
伝
説
で
、
太
子
は

「聖
」
と
讃
え
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
、
太
子
は
後
に
慶
滋
保
胤
が
書
い
た
本
邦
初
の
往
生
伝
『日

本
往
生
極
楽
記
』
の
冒
頭
に
載
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
「日
本
最
初
の
浄
土

往
生
人
」
と
し
て
も
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

後
☆
８
。

前
出
の

『日
本
霊
異
記
』
所
載
歌
を
踏
ま
え
た
弁
乳
母
歌
は
、
亀
井
と

富
緒
川
を
ど
ち
ら
も
聖
徳
太
子
の
遺
徳
を
汲
む
同
じ
流
れ
と
見
て
い
る
。

③
西
行
歌
も
、
「日
本
最
初
の
浄
土
往
生
人
」
で
あ
る
太
子
と
、
「西
に
行

く
」
と
い
う
名
を
負

っ
た
自
身
と
の
浅
か
ら
ぬ
因
縁
を
思
っ
て
の
詠
歌
と

解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
以
外
に
天
王
寺
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
天
王
寺
の
あ
る
難
波

に
西
行
が
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
歌
も
残
っ
て
い
る
。

③

『山
家
集
』
春
、
八
番

窪
☆
υ

難
波
辺
に
年
越
し
に
侍
り
け
る
に
、
春
立
つ
心
を
詠
み
け
る

い
つ
し
か
と
春
来
に
け
り
と
津
の
国
の
難
波
の
浦
を
霞
こ
め
た
り

い
つ
の
間
に
か
春
が
来
た
よ
、
難
波
の
海
に
霞
が
た
っ
て
い
る
と
い
う

立
春
の
心
を
詠
む
③
歌
は
、
心
情
的
に
は
、
同
じ
く

『山
家
集
』
に
あ
る

次
の
⑨
歌
と
対
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

０

『山
家
集
』
冬
、
五
五
九
番

※

「冬
歌
十
首
よ
み
け
る
に
」
の
う
ち
三
首
目

津
国
の
直
の
丸
屋
の
寂
し
さ
は
冬
こ
そ
分
き
て
訪
ふ
べ
か
り
け
れ

寂
し
く
厳
し
い
冬
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
春
の
訪
れ
は
嬉
し
い
も
の
な

の
だ
。
し
か
し
、
西
行
の
心
の
目
に
は
霞
む
難
波
の
海
の
向
こ
う
に
見
え

る
も
の
が
あ
っ
た
。

◆

『夫
木
和
歌
抄
』
（
第
二
十
四
、
雑
部
十
六
、　
三
全
二
四
〇
番
）

天
王
寺
に
て
、
病
か
ぎ
り
に
な
り
に
け
る
最
後
の
歌
七
首
中

難
波
の
海
雲
居
に
な
し
て
詠
む
れ
ば
遠
く
も
見
え
ず
弥
陀
の
御
国

時
代
は
下
る
が
死
を
覚
悟
し
た
藤
原
家
隆
が
残
し
た
歌
だ
。
西
に
あ
る

弥
陀
の
国
に
行
く
こ
と
を
願
っ
た
西
行
に
と
っ
て
も
、
難
波
の
海
の
向
こ

う
に
は
、
西
に
行
く
こ
と
を
願
っ
た
自
身
の
行
く
べ
き
弥
陀
の
国
が
望
ま

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
義
清

（西
行
）
の
出
家
が
菩
提
心

（道
心
）
に
よ
る
も
の
と
仮

定
し
、
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
保
延
六
年
に
あ
っ
た
西
念
入
水
往
生
事
件

を
想
定
し
、
西
行
と
四
天
王
寺
西
門
信
仰
と
の
関
係
を
推
測
し
て
み
た
。

論
と
し
て
は
仮
説
に
仮
説
を
積
み
重
ね
た
累
卵
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

が
、
西
行
と
四
天
王
寺
念
仏
衆
、
あ
る
い
は
西
門
信
仰
を
裏
付
け
る
決
定

ヽ
し

こと

文

く

論

行

究

に

研

西



的
な
史
料
が
存
在
し
な
い
現
状
で
は
致
し
方
な
い
。

こ
れ
は
、
四
天
王
寺
が
度
重
な
る
地
震
、
津
波
な
ど
の
天
災
や
、
戦
乱

な
ど
の
人
災
に
よ
っ
て
破
壊
、
焼
滅
を
繰
り
返
し
た
こ
と
で
、
多
く
の
記

録
類
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
よ
る
。
ま
た
、
栄
西
が
建
久
九
年
２

一
九
八
）
に
著
し
た

『興
禅
護
国
論
』
に

「先
皇
勅
し
て
、
念
仏
宗
を
天

王
寺
に
置
く
、
今
尊
卑
の
念
仏
は
、
こ
の
余
党
な
り
」
と
書
い
た
四
天
王

寺
念
仏
と
そ
れ
に
集
う
人
々

（念
仏
衆
）
に
つ
い
て
も
、
確
か
な
記
録
が

な
く
、
西
行
と
の
関
係
を
実
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
願
わ
く
ば
、

西
念
が
記
し
た
よ
う
な
供
養
目
録
が
他
に
も
出
て
く
れ
ば
い
い
の
だ
が
。

最
後
に
、
後
代
の
も
の
で
あ
る
が
西
行
と
四
天
王
寺
念
仏
宗
と
の
関
係

を
示
唆
す
る
も
の
を
紹
介
し
て
欄
筆
と
し
た
い
。

◆

『雪
玉
集
』
巻
第
十
五
、
六
四
六
九
番
、

西
門
の
念
仏
堂
に
は
、
武
庫
山
出
現
の
弥
陀
三
尊
、
太
子
の
御

筆
い
ま
に
儀
然
た
り
、
唐
よ
り
わ
た
せ
る
善
尊
大
師
等
身
御
影

も
此
と
こ
ろ
に
あ
り
、
眼
精
誠
生
身
に
む
か
へ
る
が
ご
と
し
、

此
堂
に
な
む
西
行
法
師
が
座
も
あ
り
け
る
と
か
や
、　
一
と
せ
の

地
震
に
砕
け
失
せ
ぬ
る
よ
し
答

へ
侍
り
、
あ
は
れ
な
る
事
な
り
、

此
本
尊
静
か
に
拝
見
し
て

写
し
と
め
て
闇
を
ぞ
照
ら
す
玉
は
や
す
武
庫
の
山
よ
り
出
し
光
は

こ
れ
は
室
町
後
期
の
三
条
西
実
隆

（
一
四
五
五
～

一
五
三
七
）
の
家
集

に
あ
る

一
首
で
あ
る
。
こ
の
西
門
念
仏
堂
の
阿
弥
陀
絵
を
写
し
、
実
隆
が

所
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
中
御
門
宣
胤
の
日
記

『宣
胤
卿
記
』
永
正
十
六

年

（
一
五

一
九
）
五
月
九
日
条
の
記
事
で
確
認
で
き
る
。

入
道
前
内
府

（三
条
西
実
隆
）
所
持
の
半
身
阿
弥
陀
画
像
を
借
る
。

書
写
の
事
を

（土
佐
）
光
信
朝
臣
に
仰
せ
遣
は
す
。
こ
の
本
は
天
王

寺
西
門
の
腋
壁
恵
心
僧
都
の
画
像
の
写
し
と
云
々

筵
☆
９

従

っ
て
、
実
隆
が
西
門
念
仏
堂
を
訪
ね
、
「西
行
の
座
も
あ
り
け
る
」

と
聞
い
た
話
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
十
五
、
六
世
紀
頃
に
は
西
門
念

仏
堂
に
何
ら
か
の
西
行
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
西
門
の
念
仏
堂
は
西
行
円
寂
の
翌
年
、
建
久
二
年

（
一
一
九

一
）
九
月
十
八
日
に
火
災
に
よ
り
焼
失
し
て
い
る

（『
四
天
王
寺
年
表
し

の
で
、
実
隆
の
言
う
念
仏
堂
は
そ
れ
以
降
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

西
行
自
身
が
念
仏
衆
に
連
な
っ
て
い
た
証
明
に
は
な
ら
な
い
が
、
後
世
の

人
が
西
門
信
仰
の
メ
ッ
カ
念
仏
堂
に
西
行
の
座
を
設
け
て
い
た
と
い
う
の

は
興
味
を
ひ
か
れ
る
。

西
に
行
く
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
四
天
王
寺
西
門
か
ら
西
に
あ
る
海
の

向
こ
う
、
弥
陀
の
国

へ
行
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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。
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写
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、

諸
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写
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う

翁
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史
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な
る
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は
、
後
世

の
潤
色
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
な
お
、
大
野
順

一
〔
「西
行
の
出
家
～
命

な
り
け
り
考
～
」
翁
文
学
』

一
九
八
六
年
十
月
と

は
、
『百
練
抄
』
が

「右

兵
衛
尉
」
と
い
う
、
そ
れ
ほ
ど
身
分
の
高
く
な
い
義
清

（
憲
清
）
の
出
家
を

記
録
し
て
い
る
こ
と
に
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。

『百
練
抄
』
に
は
、
西
行
以
外
に
も
同
時
期
に
出
家
の
記
録
が
、
次
の
よ

う
に
三
例
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
高
貴
な
人
物
で
あ
る
。

①
保
延
六
年

（
一
一
四
〇
）
十
月
二
日
…
前
摂
政

・
関
自
藤
原
忠
実

②
永
治
元
年

（
一
一
四

一
）
二
月
十

一
日
…
鳥
羽
上
皇

③
永
治
元
年

（
一
一
四

一
）
五
月
五
日
…
鳥
羽
皇
后
で
忠
実
娘
高
陽
院
藤

原
泰
子

と
こ
ろ
が
、
保
延
四
年

（
一
一
三
八
）
に
出
家
し
た
従
五
位
上
左
衛
門
佐

藤
原
基
俊
の
こ
と
は
、
『百
練
抄
』
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
は
歌
人
・

歌
学
者

・
歌
合
判
者
と
し
て
活
躍
し
、
『金
葉
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
百
首

以
上
入
集
す
る
、
当
時
、
歌
人
と
し
て
は
西
行
よ
り
も
高
名
な
人
物
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
目
立
っ
た
活
躍
も
し
て
い
な
い
、
身
分
の
低
い
一
介
の
若
者

で
あ
る
義
清

（憲
清
）
の
出
家
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
不
審
で
あ
る
。

そ
の
理
由
を
大
野
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

当
時
は
飢
饉
を
は
じ
め
と
し
て
種
々
の
災
害
が
頻
発
し
、
…
中
略
…
百

錬
抄
に
よ
る
か
ぎ
り
、
保
延
年
間
に
吉
事
賀
事
は
な
く
、
む
し
ろ
人
心

の
不
安
を
か
き
た
て
る
事
件
の
方
が
め
だ
つ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
た
な
か

で
の
異
常
現
象
が
、
畏
怖
と
と
も
に
人
び
と
の
関
心
を
強
く
惹
い
た
で

●
ｃ

ン
」

と

文

く

論

行

究

に
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あ
ら
う
こ
と
は
、推
察
す
る
に
難
く
な
い
。
お
そ
ら
く
西
行
の
出
家
も
、

そ
れ
ら
の
異
常
現
象
と
同
じ
や
う
な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
事
件
と
し

て
、
け
つ
し
て
と
る
に
た
ら
ぬ
出
来
事
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
コ
ロ
記
』
『百
練
抄
』
な
ど
の
史
料
か
ら
、
義
清
の
出
家
が
当
時

は
大
事
件
で
、
大
い
に
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
が
大
野
の
言
う
よ
う
な
、
「異
常
現
象
と
同
じ
や
う
な
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
な
事
件
」
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
プ
ロ
記
』
が
評
し
た

「人
こ
れ
を

嘆
美
す
る
な
り
。」
と
は
合
わ
ず
、
首
肯
し
が
た
い
。

（５
）
下
西
善
三
郎

『西
行

長
明

受
容
と
生
成
』
〔勉
誠
出
版
、
一
一〇
〇
五
年
、

一
七
三
～
四
頁
〕
な
お
、
川
田
順

「西
行
伝
」
は
、
古
典
日
本
文
学
全
集
第

２‐

『実
朝
集

・
西
行
集

・
良
寛
集
』
〔筑
摩
書
房
、　
一
九
六
〇
年
〕
所
収
。

（６
）
山
木
幸

一
『西
行
和
歌
の
形
成
と
受
容
』
〔明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
、

二
一
〇
頁
〕

（７
）
以
下
、
『発
心
集
』
本
文
は
、
参
考
文
献
０
か
ら
引
用
。
た
だ
し
ル
ビ

は
私
に
適
宜
省
略
し
た
。

（８
）
三
木
紀
人
は
、
重
源
に
よ
る
大
仏
供
養
は
三
度
あ
っ
た
が
、
こ
の
説

話
の
主
人
公
斎
所
聖
寂
阿
弥
の
没
年
が
建
久
六
年

（
一
一
九
五
）
な
の
で
、

文
治
元
年
貧

一
八
五
）
以
外
あ
り
え
な
い
と
し
て
い
る
。
〔参
考
文
献
０
『発

心
集
』
、
三
二
四
頁
、
頭
注
〕

（９
）
吉
本
隆
明

「西
行
論
」
〔講
談
社
文
芸
文
庫

『西
行
論
』
貧

九
九
〇
年
、

六
五
～
六
八
頁
。
初
出
は
雑
誌

『海
』
一
九
七
六
年
八
月
号

（中
央
公
論
社
）

に

「僧
形
論
④
～
西
行
～
」
と
し
て
掲
載
〕。
以
下
、
そ
の
本
文
。

伝
説
西
行
の
出
家
の
動
機
か
ら
、
虚
像
を
す
べ
て
ひ
き
剥
す
と
な
れ

ば
、
依
然
と
し
て
無
動
機
の
出
家
し
か
心
に
当
ら
な
い
。
幼
少
か
ら
内

向
的
で
時
代
の
思
想
に
敏
感
な
ひ
と
り
の
青
年
を
想
像
す
れ
ば
、
か
れ

は
い
つ
も
出
家
遁
世
を
心
に
忘
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
し
て
よ
い
。

名
利
と
愛
憐
の
絆
を
捨
て
て
、
浄
上
を
目
指
す
こ
と
は
、
お
お
き
な
時

代
思
想
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
僧
侶
概
念
を
階
層
か
ら
切
り
は
な
し
、

学
問
修
行
の
問
題
か
ら
思
想
的
な
実
践
の
問
題

へ
と
転
化
さ
せ
た
の

は
、
横
川
に
こ
も
っ
て
念
仏
を
提
唱
し
た
源
信
が
最
初
で
あ
っ
た
。
こ

の
実
践
的
な
姿
勢
は
、
西
行
の
生
い
立
っ
た
時
代
に
は
、
貴
族
階
級
と

接
触
す
る
武
門
を
と
ら
え
る
ま
で
に
は
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
庶
民
を
と
ら
え
る
に
は
、
法
然
の
出
現
ま
で
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
う
か
ん
が
え
る
と
、
時
代
思
想
と
し
て
、
出
家
遁
世
を
実
践
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
鳥
羽
院
の
親
衛
で
あ
っ
た
西
行
を
と
ら
え
る
契

機
は
、
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
な
く
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
て
よ
か
っ
た
。

か
れ
は
、
身
辺
の
動
機
な
し
に
も
、
時
代
思
想
に
敏
感
で
、
す
べ
て
に

多
感
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
充
分
に
出
家
遁
世
に
踏
み
き
る
根
拠
を

も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
出
家
は
、
い
わ
ば
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
期
に

か
け
て
の
前
衛
的
な
思
想
で
あ
り
、
僧
形
は
、
あ
る
意
味
で
前
衛
的
で

も
あ

っ
た
。

も
、
さ
し
た

意
味

で
は
、

に
お
も
わ
れ

い
挿
話
が
、

…

（発
心
集
の
説
話
部
分
に
つ
き
略
）
…

こ
の
挿
話
の
主
人
公
は
、
「家
富
み
」
と
い
う
境
涯
と
い
い
、
武
門

と
い
う
階
層
と
い
い
、
出
家
の
無
動
機
と
い
い
、
ほ
と
ん
ど

『台
記
』

に
記
載
さ
れ
た
西
行
に
生
き
写
し
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
西
行
の
編

著
に
仮
託
さ
れ
に

『撰
集
抄
』
は
、
′」
の
種
の
出
家
と
往
生
の
態
様
に
、

青
年
が
流
行
の
思
想
に
踏
み
込
む
の
に
、
い
つ
の
時
代
で

る
個
人
的
な
動
機
が
必
要
な
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
い
う

西
行
の
出
家
を
時
代
思
想
に
埋
没
さ
せ
て
も
、
よ
い
よ
う

る
。
西
行
の
出
家
の
動
機
を
類
推
す
る
の
に

ふ
さ
わ
し

「発
心
集
』
に
ひ
と
つ
だ
け
存
在
し
て
い
る
。



い
つ
も
憧
慢
の
情
を
よ
せ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
挿
話
に

は
、
時
代
思
想
の
ひ
と
つ
の
極
限
が
し
め
さ
れ
て
い
た
、
と
み
て
よ
い
。

こ
う
い
う
出
家
の
仕
方
と
、
往
生
の
仕
方
は
、
若
い
西
行
を
動
か
し
た

か
も
し
れ
な
い
。
「家
門
は
富
み
年
齢
は
若
く
、
心
に
愁
い
な
ど
な
い
の
」

だ
と
い
う

「台
記
』
の
記
載
の
仕
方
は
、
あ
る
い
は

『発
心
集
』
の
記

載
と
お
な
じ
よ
う
に
、
時
代
の
類
形
的
な
見
方
を
象
徴
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
〈事
実
〉
と
し
て
う
け
と
れ
ば
、
西
行
の
境
涯
に
酷

似
し
て
い
た
。
だ
が
、
西
行
は
、
お
な
じ
よ
う
に
真
言
浄
上
の
思
想
に

動
か
さ
れ
な
が
ら
、
こ
の
挿
話
の
主
人
公
と
対
照
的
な
生
き
ざ
ま
を
た

ど
っ
た
。
こ
こ
に
、
本
質
的
な
意
味
で
、
西
行
の
出
家
の
問
題
が
あ
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
。

吉
本
は
、
義
清

（西
行
）
の
出
家
を
当
時
流
行
の
前
衛
的
思
想
の
よ
う
な

も
の
と
捉
え
て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
流
行
か
ぶ
れ
の
よ
う
な
、
軽
薄
で
表

面
的
な
心
情
で
出
家
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
気
持
ち
は
長
く
続
く
も
の
で

は
な
く
、
広
く
世
人
の
評
価
も
得
ら
れ
ず
、
首
肯
で
き
な
い
。

（１０
）
五
味
文
彦

「佐
藤
義
清
の
出
家
」
馬
国
文
学
』
第
二
十
九
巻
八
号
、

一
九
九
四
年
七
月
〕

（「
）
『新
訂
増
補
国
史
大
系

第
５３
巷

。
公
卿
補
任

第

一
篇
』
・
『同
　
第
５４

巷
　
第
二
篇
』
璽
口
川
弘
文
館
、　
一
九
六
四
年
〕

（‐２
）
『新
日
本
古
典
文
学
大
系
４０

宝
物
集
』
〔岩
波
書
店
、　
一
九
九
二
年
〕

か
ら
引
用
。

（‐３
）
以
下
、
西
行
歌
は
、
特
に
注
記
が
な
い
限
り
、
本
文
、
歌
番
号
と
も

に
参
考
文
献
③
か
ら
、
適
宜
、
漢
字
に
変
換
し
た
り
、
ル
ビ
や
記
号
を
付
け

た
り
し
て
引
用
し
た
。

（‐４
）
空
仁
は
生
没
年
末
詳
、
俗
名
は
大
中
臣
清
長
。
少
輔
別
当
入
道
、
神

祇
少
副
入
道
と
も
い
う
。
法
名
は
空
人
と
も
書
く
。
翁
日
本
人
名
大
辞
典
し

（‐５
）
五
味
、
前
掲
注

（１０
）
論
考
。

（‐６
）
参
考
文
献
⑥

『百
錬
抄
』

（‐７
）
①
目
崎
徳
衛
、
参
考
文
献
②

（
一
二
三
頁
）、
②
山
田
昭
全

『西
行
の

和
歌
と
仏
教
』
〔明
治
書
院
、　
一
九
八
七
年
、
三
二
四
～
五
頁
）
。

（‐８
）
新
古
今
和
歌
集

（巻
二
十
、
釈
教
歌
）

人
の
身
ま
か
り
に
け
る
の
ち
、
結
縁
経
供
養
し
け
る
に
、
即
往
安
楽
世

界
の
心
を
よ
め
る
　
階
西
上
人

昔
見
し
月
の
光
を
標
に
て
今
夜
や
君
が
西

へ
行
く
ら
ん

（
一
九
七
七
）

観
心
を
よ
み
侍
り
け
る
　
西
行
法
師

闇
晴
れ
て
心
の
空
に
澄
む
月
は
西
の
山
辺
や
近
く
成
る
ら
む

（
一
九
七
八
）

（‐９
）
目
崎
、
参
考
文
献
②

（
一
三

一
頁
）

（２０
）
三
宅

・
津
田
、
参
考
文
献
③

（２‐
）
三
宅

・
津
田
、
参
考
文
献
③

（二
頁
）

（２２
）
中
田
祝
夫

「極
楽
願
往
生
歌
～
院
政
時
代
語
史
料

影
印
と
釈
文
～
」

「
国
語
展
望
』
二
十
三
号
、　
一
九
六
九
年
十
月
〕
の
釈
文
を
参
照
し
、
適
宜

漢
字
な
ど
表
記
を
私
に
改
め
た
。

（２３
）
中
田
、
前
掲
注

（２２
）
論
文
の
読
み
下
し
を
参
照
し
、
漢
字
に
は
私

に
ル
ビ
を
付
け
た
。

（２４
）
五
味
、
前
掲
注

（１０
）
論
考

（２５
）
山
田
、
前
掲
注

（１７
）
②
書

（
二
五
〇
頁
）
を
参
照
し
て
、
『栂
尾
明

恵
上
人
伝

（興
福
寺
蔵
本
と

〔高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
園
編

『明
恵
上

人
資
料
第

一
』
〔東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
七

一
年
、
三
〇
二
頁
〕
を
、
私

に
適
宜
句
読
点
を
補
い
、
ル
ビ
を
付
け
て
読
み
下
し
た
。

（２６
）
三
宅

・
津
田
、
参
考
文
献
③

（二
二
頁
）
の
読
み
下
し
参
照
。
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（２７
）
三
宅

・
津
日
、
参
考
文
献
③

（五
三
頁
）
永
治
二
年

（
一
一
四
二
）

供
養
目
録
の
該
当
部
。

右
伝
聞
天
王
寺
之
西
門
者
極
楽
之
東
門
通

然
則
不
死
期
命
終
之
時
待
而
去
保
延
六
年

庚
申
八
月
九
日
庚
辰
彼
岸
之
内
後
世
菩
提
之

料
仏
経
供
養
之
日
即
御
寺
西
海
数
年
勤
行

供
養
若
干
仏
経
目
録
懸
頸
向
西
方
‥
以
下
略
…

（２８
）
新
潮
日
本
古
典
集
成
３‐

『梁
塵
秘
抄
』
〔新
潮
社
、　
一
九
七
九
年
〕

（２９
）
平
岡
定
海

「『四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』
の
性
格
に
つ
い
て
」
「
四
天

王
寺
学
園
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
六
号
、　
一
九
六
四
年
七
月
〕
は
、
次

の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

「昔
釈
迦
如
来
転
法
輪
所
」
と
い
う
思
想
は
、
も
と
も
と
釈
迦
仏
が

法
輪
を
転
じ
て
説
か
れ
た
勝
菫
経
を
聖
徳
太
子
が
こ
こ
で
講
ぜ
ら
れ
た

と
い
う
考
え
方
か
ら
発
展
し
て
、
聖
徳
太
子
の
講
経
の
事
よ
り
も
、
釈

迦
如
来
の
転
法
輪
し
た
所
と
い
う
思
想
を
構
成
す
る
ほ
う
が
よ
り
宗
教

的
発
展
を
期
す
る
上
に
必
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（３０
）
梅
谷
繁
樹

「四
天
王
寺
西
門
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
」
「
仏
教
文
学
』
３
号
、

一
九
七
九
年
二
月
〕
は
、
四
天
王
寺
の
海
で
の
実
際
の
入
水
往
生
の
歴
史
と

し
て
四
人
挙
げ
て
い
る
。
①
金
峰
山
千
手
院
住
僧
沙
門
永
快

（『拾
遺
往
生

伝
し
、
②
台
嶺
住
侶
沙
門
行
範

（『後
拾
遺
往
生
伝
し
、
③
山
城
国
厳
間
寺

正
法
寺
常
住
誓
源

（『続
古
事
談
し
、④
娘
に
先
立
た
れ
た
尼

（『発
心
集
し
。

〔上
記
四
名
の
表
記
は

『
四
天
王
寺
年
表
』
参
照
〕

（３‐
）
井
上
、
参
考
文
献
０
第
二
章
第
二
節
四

「四
天
王
寺
念
仏
」

（３２
）
出
日
、
参
考
文
献
⑩

（３３
）
田
中
、
参
考
文
献
０

（３４
）
参
考
文
献
０

『
四
天
王
寺
年
表
』

（３５
）
出
口
、
参
考
文
献
⑩

（八
頁
）

（３６
）
田
中
、
参
考
文
献
０

（四
十
四
頁
）

（３７
）
ア
ロ
記
』
康
治
二
年

（
一
一
四
三
）
十
月
十
八
日
、
同
記
久
安
二
年

（
一
一
四
六
）
九
月
十

一
日
、
同
三
年

（
一
一
四
七
）
九
月
九
日
、
同
四
年

（
一
一
四
八
）
五
月
八
日
、
『兵
範
記
』
仁
平
二
年

（
一
一
五
二
）
九
月
九
日

な
ど
。
「
四
天
王
寺
年
表
』
参
照
〕

（３８
）
出
日
、
参
考
文
献
⑩

（六
頁
）

（３９
）
四
天
王
寺
と
極
楽
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
植
木
朝
子
が

「四
天
王

寺
西
門
信
仰
と
今
様
～

『梁
塵
秘
抄
』

一
七
六
番
歌
を
め
ぐ
っ
て
～
」
「
日

本
歌
謡
研
究
』
四
七
号
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
〕
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

（“
）
出
日
、
参
考
文
献
⑩

（七
頁
）

（４‐
）
栄
花
物
語
の
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
７６

『栄
花
物
語
　
下
』
（岩

波
書
店
、　
一
九
六
五
年
、
三
五
二
～
三
頁
〕
か
ら
引
用
。

（４２
）
今
昔
物
語
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集
２‐

『今
昔
物
語
集
０
』
〔小
学
館
、

一
九
七

一
年
〕原
文
の
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
文
を
漢
字
ひ
ら
が
な
文
に
直
し
、

適
宜
読
み
や
す
い
よ
う
に
変
え
て
引
用
し
た
。

（４３
）
井
上
、
参
考
文
献
⑨

（二
六
八
頁
）

（“
）
井
上
、
参
考
文
献
０

（二
六
九
頁
）

（４５
）
小
原
仁

「仏
厳
房
聖
心
と
そ
の
周
辺
」
〔速
水
侑
編

『奈
良

・
平
安

仏
教
の
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
三
二
三
頁
〕

（４６
）
和
歌
は

『新
編
国
歌
大
観
』
か
ら
引
用
し
た
。
な
お
、
本
文
は
適
宜
、

漢
字
に
変
換
し
、
ル
ビ
を
付
け
て
表
記
し
た
。
ま
た
、①
相
模
歌
は
詞
書

「天

王
子
」
を

「天
王
寺
」
に
変
更
し
た
。

（
４７
）
阿
部
泰
郎

「聖
徳
太
子
信
仰
」
「
聖
徳
太
子
事
典
』
（柏
書
房
、



一
九
九
七
年
、
四
三
三
～
四
頁
〕

（４８
）
『百
錬
抄
』
永
暦
元
年

（
一
一
六
〇
）
十
月
十
六
日
条
な
ど
。

（４９
）
増
補
史
料
大
成
２９

『吉
記
』
（臨
川
書
店
、　
一
九
六
五
年
〕
の
本
文
を

私
に
読
み
下
し
た
。

（５０
）
普
成
仏
院
に
つ
い
て
は
小
原
、
前
掲
注

（４５
）
論
考
、
な
ら
び
に
高

橋
慎

一
朗

「仏
名
院
と
醍
醐
寺
三
宝
院
」
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀

要
』
６
号
、　
一
九
九
六
年
二
月
〕
が
詳
し
い
。

高
橋
は
普
成
仏
院
の
位
置
に
つ
い
て
、
『拾
芥
抄
』
所
収

「東
京
図
」
を

も
と
に
、
「六
条
以
南
、
佐
女
牛
以
北
、
朱
雀
以
東
、
坊
城
以
西
の
一
町
…

現
在
の
山
陰
本
線
丹
波
口
駅
の
北
、
壬
生
寺
の
南
に
あ
た
る
。
」
と
推
定
し

て
い
る
。
し
か
し
、
六
条

（現
在
に
同
じ
）
、
佐
女
牛

（現
在
、
花
屋
町
）、

朱
雀

（現
在
、
千
本
）
、
坊
城

（現
在
に
同
じ
）
は
、
丹
波
口
駅
の
す
ぐ
東
南
、

京
都
市
下
京
区
西
新
屋
敷
中
堂
寺
町
、
同
西
新
屋
敷
下
之
町
の
地
と
な
る
だ

ろ
う
。
な
お
、
『東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
は
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ

れ
て
い
る
も
の
を
参
照
し
た
。

（ｒ
一”や
ヽヽ
どを〓
ｇ
〓́
・●
‐４色
９
９
”０・̈０
む
●
げ
〓
ｏ臓
ざ
・
こヽ
Ч
９
一卜
一ヨ
じ

（５‐
）
『
四
天
工
寺
年
表
』
に
よ
る
と
美
福
門
院
四
天
王
寺
参
詣
は
、
①
久
安

六
年

（
一
一
五
〇
）
九
月
、
②
仁
平
元
年

（
一
一
五

一
）
九
月
、
③
仁
平
二

年

（
一
一
五
二
）
四
月
、
④
久
寿
元
年

（
一
一
五
四
）
九
月
と
四
度
あ
る
。

（５２
）
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所

『研
究
紀
要
』
第
１
号

（
一
九
七
八
年
）
所
収
、

築
島
裕

（
翻
字
）
「醍
醐
寺
蔵
本

『伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脈
ヒ

全
全

一頁
）
。

な
お
、
こ
の
血
脈
の
醍
醐
寺
僧
中
に
は
行
援

「天
王
寺
念
仏
三
味
院
」
、
寛

幸

「天
王
寺
念
仏
堂
院
主
」
と
い
う
名
前
も
見
え
る

（四
五
頁
）。

（５３
）
『国
史
大
辞
典
』
「聖
心

（し
ょ
う
し
ん
と

の
項
目
。

（５４
）
田
中
、
参
考
文
献
０

（四
七
頁
）

（５５
）
『歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
〔角
川
書
店
、　
一
九
九
九
年
〕
「亀
井
」
の

項
目

（三
村
晃
功
執
筆
）。

（５６
）
平
岡
、
前
掲
注

（２９
）
論
考
。
た
だ
し
、
原
文

「以
二
丁
未
歳
こ

の

部
分
、
「以
こ

の
字
が
脱
落
し
て
い
た
の
で
補
っ
て
引
用
し
た
。

（５７
）
前
掲
注

（２５
）
『明
恵
上
人
資
料
第

一
』
貧

一
〓
一頁
）
を
私
に
読
み

下
し
た
。

（５８
）
阿
部
、
前
掲
注

（４７
）
論
考

（四
三
六
～
九
頁
）

（５９
）
初
旬

「
い
つ
し
か
も
」
は
、
『国
歌
大
観
』
な
ど
の
本
文
を
も
と
に

「
い

つ
し
か
と
」
に
変
え
て
引
用
。

（６０
）
続
史
料
大
成
２２

『宣
胤
卿
記
３
』
〔臨
川
書
店
、　
一
九
六
七
年
〕
を
私

に
読
み
下
し
た
。

付
記

本
稿
は
第
二
回
西
行
学
会
大
会
で
の
研
究
発
表
と
、
祭
祀
史
料
研
究
会
で

の
例
会
発
表
の
原
稿
を
も
と
に
、
推
敲
し
た
も
の
で
す
。
席
上
に
て
頂
い
た

ご
教
示
、
ご
意
見
に
改
め
て
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
脱
稿
後
、
慈
円
和
歌
研
究
会

『慈
円
難
波
百
首
全
釈
』
〔風

間
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
九

一
～
二
頁
〕
が
、
以
下
の
一
首
も
西
門
信
仰
と

の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、末
尾
に
記
し
て
お
き
ま
す
。

◆

（『新
編
国
歌
大
観
』
第
二
巻
所
収

『拾
玉
集
』
二
八
〇
五
番
）

逹
魃
粟
輩
￥
衛
け西に行 くということ


